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大 空 町 検 索

●地域振興施設整備の用地取得費用に係る
　経費を増額補正 な　　ど

7名の議員が登壇

平成28年（2016年）２月15日発行 39号

ぎかいだより
O Z O R A

G I K A I  D A Y O R I

北 海 道 大 空 町 議 会

平成27年12月 定例会

１月３日　新春もちつき＆もちまき大会

●成年後見人制度の町の現状は ほか　２件
●ふるさと住民票の考えは ほか　１件
●地域振興施設の今後のスケジュールは
●東藻琴の地域振興施設整備計画の考えは
●災害復旧事業の進捗状況は ほか　３件
●全国学力テストの結果を踏まえた
　今後の対応は ほか　２件
●地方版総合戦略、地方創生の考え方

委員会レポート
常任委員会行政視察報告
第２期目の議会広報モニターが決定

「町民の声」田内　幸さ　　んより



⑶いきがい はぐくむ
　　学びのまちづくり
　①幼児教育の充実
　②学校教育の充実
　③生涯学習の推進
　④生涯スポーツの振興
　⑤青少年の健全育成
　⑥地域文化の継承と創造

⑴にぎわい ひろがる
　　産業のまちづくり
　①農林業の振興
　（農業・畜産業・林業）
　②水産業の振興
　③観光産業の振興
　④商業・サービス業の振興
　⑤工業・地場産業の振興
　⑥雇用機会の確保

⑵あたたかさ あふれる
　　福祉のまちづくり
　①保健・医療体制の充実
　②地域福祉の推進
　③子育て支援の推進
　④高齢者福祉の推進
　⑤障がい者（児）福祉の推進
　⑥社会保障の充実

⑷ゆたかさ うるおう 生活のまちづくり
　①市街地・住環境の整備
　②道路ネットワークの整備
　③公共交通網の充実
　④上下水道の整備
　⑤生活環境の整備（環境・動物・ごみ
・し尿）

　⑥消防・救急・防災対策の充実
　⑦交通安全・防犯体制・消費者対策の
充実

⑸ふれあい つながる 協働のまちづくり
　①コミュニティ活動の促進
　②移住・定住対策の促進
　③情報ネットワークの整備
　④町民と行政の協働
　⑤自律する自治体経営の確立　
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将来像

夢ゆ
め

を
絆き

ず
な

を

　笑え

顔が
お

で
彩い

ろ
ど

る
大
空
町

【
総
合
計
画
調
査
特
別
委
員
会
の
質
疑
応
答
】

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

　
　
　
　
　
　
平
成
29
年
度
、
30
年
度
の
金
額
に
開
き
が

あ
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
30
年
度
か
ら
、
事
業
が
国
の
法

律
に
基
づ
き
変
更
と
な
り
、
現
在
の
見
守
り
ネ
ッ
ト
事
業

な
ど
を
将
来
的
に
こ
の
事
業
と
し
て
取
り
扱
い
、
改
編
し

て
進
め
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

東
藻
琴
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
増
床
事
業

　
　
　
　
　
　
平
成
29
年
度
ま
で
に
増
床
す
る
と
聞
い
て

い
る
が
、「
東
藻
琴
」
と
あ
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
内
部
の
検
討
の
中
で
、
周
辺
の

土
地
の
状
況
等
を
勘
案
し
、
東
藻
琴
福
祉
会
へ
福
寿
苑
の

周
辺
の
余
剰
の
土
地
を
活
用
し
、
増
床
の
計
画
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
の
が
望
ま
し
い
の
で
は
な
い
か
と
判
断
し
て
い
る
。

認
定
こ
ど
も
園
等
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
平
成
29
年
度
に
予
算
が
つ
い
て
い
て
、
女

満
別
幼
稚
園
管
理
費
が
平
成
31
年
度
ま
で
の
予
算
と
な
っ

て
い
る
が
、
詳
し
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
認
定
こ
ど
も
園
化
に
向
け
、

各
地
区
の
施
設
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
い
こ
う
と
い

う
考
え
で
あ
る
。

東
藻
琴
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
増
床
事
業

　
　
　
　
　
　
合
併
10
年
と
い
う
こ
と
で
、
女
満
別
福
祉

会
と
東
藻
琴
福
祉
会
、
合
併
に
つ
い
て
も
う
少
し
検
討
し

て
ほ
し
い
。

　
　
　
　
　
　
現
状
十
分
な
議
論
に
つ
い
て
は
取
組
め
て

い
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
両
福
祉
会
に
お
願
い
し
た
の

は
、
ど
う
い
う
形
が
で
き
る
の
か
、
協
議
の
場
を
ま
ず
は

上
地
委
員

南
部 

福
祉
課
長

上
地
委
員

平
田 

住
民
福
祉
課
長

上
地
委
員

佐
々
木 

生
涯
学
習
課
長

後
藤
委
員

山
下
町
長

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
特
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

東
藻
琴
地
区
簡
易
水
道
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
水
源
の
調
査
を
さ
れ
た
が
、
結
果
が
い
つ

頃
、
ど
う
い
う
見
通
し
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
今
年
度
及
び
来
年
度
に
、
水
源
地
調

査
と
い
う
こ
と
で
流
量
観
測
、
東
藻
琴
側
か
ら
女
満
別
側

へ
の
ル
ー
ト
検
討
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

西
倉
日
進
線
道
路
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
路
線
も
改
良
も
終
わ
っ
て
い
る
路
線
が
そ

の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
と
感
じ
た
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
４
年
頃
か
ら
改
良
道
路
で
あ

り
、
舗
装
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
舗
装
新
設
と
し
て
平
成

31
年
に
実
施
の
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

畜
産
競
争
力
強
化
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
両
地
区
あ
る
が
、
事
業
の
概
要
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
国
の
畜
産
ク
ラ
ス
タ
ー
制
度
に
よ
る

も
の
で
、
牛
舎
等
の
施
設
整
備
等
を
行
え
る
事
業
と
な
っ

て
い
る
。

ま
ち
ゼ
ミ
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
事
業
の
内
容
を
詳
し
く
、
ま
た
そ
の
必
要

性
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
商
店
主
が
講
師
と
な
り
、
地
域
の

方
々
に
講
習
会
等
を
開
催
す
る
事
業
で
あ
る
。
ゼ
ミ
を
通

し
、固
定
の
集
客
、売
上
ア
ッ
プ
に
大
き
く
貢
献
す
る
よ
う

な
事
業
な
ど
、商
店
街
の
活
性
化
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

地
域
就
業
者
雇
用
確
保
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
事
業
の
概
要
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
定
年
次
、
３
年
間
ぐ
ら
い
の
賃

金
補
償
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
正
規
雇
用
を
促
進
す
る
と

い
う
こ
と
を
含
め
、
平
成
28
年
度
か
ら
実
施
し
た
い
。

東
藻
琴
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
増
床
事
業

　
　
　
　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
、
ど
の
程
度
床
数
を

用
意
し
な
け
れ
ば
と
い
う
考
え
方
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

沢
出
委
員

佐
薙 

建
設
課
長

沢
出
委
員

高
島 

建
設
課
参
事

品
田
委
員

伊
藤 

産
業
課
長

品
田
委
員

秋
葉 

産
業
課
参
事

品
田
委
員

秋
葉 

産
業
課
参
事

品
田
委
員

※第２次大空町総合計画の内容について抜粋

「第２次大空町総合計画」を可決
（平成28年度から平成37年度）

＜計画の構成・期間＞

大空町の人口の推移（国勢調査より）
＜めざす指標＞

＜５つの基本目標と計画の内容＞
平成26年から２年に亘り、計画策定に向け議論が交わされた「総合計画
策定審議会」

　
平
成
27
年
12
月
15
日
か
ら
17
日
ま
で
開
会
さ
れ
た
12
月
定
例
会

に
お
い
て
、
将
来
の
大
空
町
の
目
指
す
姿
と
道
筋
を
明
ら
か
に
す

る
た
め
、『
第
２
次
大
空
町
総
合
計
画
』
が
提
案
さ
れ
、「
総
合
計

画
調
査
特
別
委
員
会
」
に
付
託
し
、
審
査
の
結
果
、
原
案
を
可
決

し
ま
し
た
。

【人　口】
平成25年３月に国立社会保障人口問題研究所が
公表した人口推計によると、平成37年の大空町
の人口は6,575人とされているが、本計画による
子育て支援や地域活性化により、できる限り人
口減少を緩和させていく取組みが必要です。

めざす人口
平成12年 平成17年 平成22年 ➡ 平成37年

8,946人 8,392人 7,933人 6,800人
※平成12年は女満別町と東藻琴村の合計

・大空町が目指す将来像を設定し、実現するための大きな方向を示しています。
・期間は、平成28年度（2016年度）から平成37年度（2025年度）の10年間です。

・基本構想に定めた将来像や基本目標を実施するために行う施策を
示しています。
・期間は、基本構想と同じ10年間ですが、中間年度である５年後に、
必要に応じて見直しを行うこととします。

・基本計画に掲げた施策を、どのような方法でいつ行うのか
など、具体的な事業を示しています。
・期間は３年間で、毎年度、内容を見直しながら進めていく
こととします。

基本構想

基本計画

実施計画
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総
合
計
画
調
査
特
別
委
員
会
の
質
疑
応
答
の
つ
づ
き

　
　
　
　
　
　
　
　
今
回
の
30
床
で
町
と
し
て
は
1
2
0
床

に
な
り
、
当
分
の
間
は
確
保
で
き
る
で
あ
ろ
う
と
。
そ
の
他
、

在
宅
介
護
の
方
向
性
が
で
て
く
る
の
で
、
将
来
的
に
は
短
期

入
所
な
ど
、
そ
う
い
う
事
業
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

研
修
会
館
建
替
事
業

　
　
　
　
　
　
形
態
、
コ
ン
セ
プ
ト
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
涯
学
習
の
た
め
の
施
設
と
考

え
て
い
る
が
、
内
容
に
つ
い
て
は
町
民
の
方
々
の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

分
譲
地
造
成
事
業

昭
和
団
地
解
体
撤
去
事
業

　
　
　
　
　
　
昭
和
第
３
団
地
と
な
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
解
体
撤
去
事
業
は
現
在
女
満
別
地
区
で

販
売
し
て
い
る
隣
接
地
と
な
る
が
、
そ
こ
の
団
地
の
解
体
を

行
い
、
そ
の
後
分
譲
し
よ
う
と
考
え
て
い
る
の
で
、
販
売
状

況
を
踏
ま
え
計
画
を
進
め
て
い
き
た
い
。

開
陽
中
央
線
道
路
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
最
終
的
に
は
ど
の
辺
ま
で
の
改
良
と
な
る
の

か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
終
点
の
位
置
に
つ
い
て
は
、
ゴ
ル
フ

場
入
口
か
ら
も
う
１
本
国
道
側
に
入
っ
た
朝
日
巴
沢
線
の
交

差
点
ま
で
を
本
計
画
と
し
て
い
る
。

観
光
振
興
の
計
画
策
定

　
　
　
　
　
　
計
画
策
定
事
業
に
つ
い
て
実
施
計
画
に
入
っ

て
い
る
の
か
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
観
光
振
興
一
般
事
務
費
の
中
で
、
ど

の
よ
う
な
形
が
い
い
の
か
模
索
し
て
お
り
、
確
定
次
第
、
ロ

ー
リ
ン
グ
等
で
掲
載
し
て
い
き
た
い
。

総
合
戦
略

　
　
　
　
　
　
総
合
戦
略
に
あ
る
事
業
の
予
算
を
別
建
て
で

表
示
す
る
と
あ
っ
た
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
総
合
戦
略
に
あ
る
事
業
に
関
し
て
、
総

合
計
画
の
実
施
計
画
に
お
け
る
各
種
事
業
の
中
に
包
括
的
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

南
部 

福
祉
課
長

品
田
委
員

田
端 

生
涯
学
習
課
参
事

品
田
委
員

藤
田 

総
務
課
長

品
田
委
員

高
島 

建
設
課
参
事

品
田
委
員

秋
葉 

産
業
課
参
事

品
田
委
員

林 

総
務
課
参
事

合
併
時
の
基
金
残
高
及
び
町
債
残
高
等

　
　
　
　
　
　
合
併
時
の
基
金
残
高
及
び
町
債
残
高
に
つ
い

て
、
ま
た
、
歳
出
の
投
資
的
経
費
の
10
年
間
の
合
計
、
10
年

間
の
収
支
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
平
成
18
年
度
末
の
基
金
残
高
が
26
億
8

7
0
0
万
円
、
地
方
債
残
高
が
1
4
1
億
7
0
0
0
万
円
と

な
っ
て
い
る
。
歳
出
の
投
資
的
経
費
の
10
年
間
の
合
計
が
1

3
3
億
4
4
0
0
万
円
、
歳
入
歳
出
の
収
支
不
足
が
10
年
間

で
32
億
8
7
0
0
万
円
で
あ
る
。

経
常
収
支
比
率

　
　
　
　
　
　
財
政
指
標
と
し
て
、
経
常
収
支
比
率
が
抜
け

て
い
る
気
が
す
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
経
常
収
支
比
率
の
算
定
に
あ
た
り
、
臨

時
的
経
費
お
よ
び
経
常
的
経
費
の
区
分
等
を
行
わ
な
け
れ
ば

な
ら
ず
、
今
計
画
の
中
で
は
そ
こ
ま
で
の
区
分
は
で
き
な
い

た
め
、
算
出
は
し
て
い
な
い
。

特
別
会
計
に
お
け
る
繰
出
金

　
　
　
　
　
　
特
別
会
計
に
お
け
る
繰
出
金
、
法
定
外
も
入

っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
一
部
の
会
計
に
あ
っ
て
は
法
定
外
の
部

分
も
含
め
た
形
で
繰
出
金
が
あ
る
。

品
田
委
員

藤
田 

総
務
課
長

品
田
委
員

藤
田 

総
務
課
長

品
田
委
員

藤
田 
総
務
課
長

て
い
る
。
商
品
開
発
に
伴
う
支
援
、
企
業
化
に
向
け
た
支
援

な
ど
、
今
後
対
策
を
進
め
て
い
く
。

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
支
援
事
業

　
　
　
　
　
　
農
家
の
大
型
に
対
す
る
支
援
か
、
民
間
に
対

す
る
支
援
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
農
作
業
の
受
託
組
織
づ
く
り
の
必
要
性

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、
組
織
を
ど
う
育
成
し
て
い
く
か
、

そ
の
中
で
ど
う
支
援
す
る
か
、
内
容
に
つ
い
て
詰
め
て
い
く
。

町
営
牧
野
管
理
費

　
　
　
　
　
　
年
度
に
よ
っ
て
金
額
に
差
が
あ
る
が
、
今
後

と
も
町
営
で
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
今
後
も
牧
場
を
継
続
す
る
方
法
も
一
つ

か
と
思
う
が
、
管
理
い
た
だ
く
方
の
育
成
、
後
継
者
対
策
も

含
め
て
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
平
成
31
年
度
か
ら
の
予
算
計
上
と
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
意
味
合
い
に
つ
い
て
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ス
ピ
タ
リ
ー
意
識
の
向
上
を
図
る

た
め
の
検
討
、
模
索
を
し
、
平
成
31
年
度
か
ら
少
し
で
も
滞

在
を
ふ
や
し
て
い
た
だ
き
、
体
験
し
て
い
た
だ
く
一
助
に
な

る
よ
う
な
事
業
展
開
を
考
え
て
い
る
。

旧
豊
住
小
学
校
運
営
管
理
費

　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
ど
う
利
用
し
て
い
く
の
か
、
平
成

37
年
度
に
は
6
3
0
0
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
生
涯
学
習
の
施
設
と
し
て
将
来

的
に
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
事
務
を
進
め
て
い
る
。
最

終
年
度
で
屋
根
と
外
壁
の
補
修
を
予
定
し
て
い
る
。

女
満
別
中
央
病
院
医
師
確
保
対
策
補
助
金

　
　
　
　
　
　
ど
う
い
う
性
質
の
も
の
か
。
中
央
病
院
に
対

す
る
１
億
円
の
補
助
金
と
の
整
合
性
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
補
助
金
に
は
医
師
の
住
宅
の
部
分
の
支

援
は
含
ん
で
い
な
い
。
今
回
医
師
住
宅
を
改
め
て
補
助
金
と

い
う
形
で
計
画
し
て
い
こ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

東
藻
琴
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
増
床
事
業

齋
藤
委
員

伊
藤 

産
業
課
長

齋
藤
委
員

伊
藤 

産
業
課
長

齋
藤
委
員

秋
葉 

産
業
課
参
事

齋
藤
委
員

田
端 

生
涯
学
習
課
参
事

松
田
委
員

南
部 

福
祉
課
長

　
　
　
　
　
　
大
空
町
の
介
護
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
、
必
要

と
さ
れ
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
は
ど
う
な
の
か
、
町
長
の
所
見
が

あ
れ
ば
。

　
　
　
　
　
　
両
地
区
同
じ
よ
う
な
増
床
規
模
を
目
指
し
、

ど
ち
ら
の
地
域
で
あ
っ
て
も
地
域
の
方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
、
そ
ん
な
介
護
を
町
と
し
て
は
推
奨
し
て
い
き
た
い
、

そ
う
い
う
思
い
で
福
祉
会
の
統
合
に
つ
い
て
も
検
討
い
た
だ

く
よ
う
お
願
い
を
し
て
い
る
。

東
藻
琴
小
学
校
大
規
模
改
修
事
業

　
　
　
　
　
　
体
育
館
が
耐
力
テ
ス
ト
を
受
け
て
い
る
と
思

う
が
、
計
画
の
中
で
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
改
築
の
方
向
で
計
画
に
は
載
せ

て
お
り
、
内
容
に
つ
い
て
は
今
後
詳
細
を
詰
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
東
藻
琴
児
童
セ
ン
タ
ー
も
整
備
を
し
、
体
育

館
と
併
せ
て
放
課
後
児
童
対
策
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
前

提
に
、
実
施
計
画
に
盛
り
込
ん
で
い
る
。

経
営
所
得
安
定
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
戦
略
作
物
へ
の
作
付
転
換
を
促
す
と
あ
る
が
、

こ
の
戦
略
作
物
と
は
ど
う
い
う
も
の
か
。

　
　
　
　
　
　
北
海
道
の
こ
の
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た
薬

用
植
物
な
ど
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
と
い
う
思
い

が
あ
る
。
ま
た
、
穀
物
調
整
施
設
の
整
備
に
よ
り
、
管
内
の

豆
類
が
町
に
集
中
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
付
加
価
値
を
高

め
な
が
ら
戦
略
的
に
売
り
出
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
お
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

土
づ
く
り
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
シ
ロ
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ
ウ
の
対
策
に
関
し
、

土
の
移
動
の
制
限
し
か
対
策
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
も
し

新
し
い
支
援
の
仕
方
の
考
え
が
あ
れ
ば
。

　
　
　
　
　
　
新
し
い
対
策
と
し
て
国
に
お
い
て
出
さ
れ
て

い
る
状
況
で
は
な
い
。
国
の
方
針
等
が
決
ま
り
、
そ
れ
が
地

域
と
し
て
応
援
で
き
る
内
容
で
あ
れ
ば
、
し
っ
か
り
対
処
し

て
い
き
た
い
。

教
育
文
化
合
宿
補
助
金

松
田
委
員

山
下
町
長

原
本
委
員

佐
々
木 

生
涯
学
習
課
長

山
下
町
長

田
中
委
員

山
下
町
長

田
中
委
員

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
、
合
宿
は
雇
用
人

口
の
拡
大
と
い
う
部
分
で
非
常
に
大
き
な
役
割
を
占
め
る
と

思
う
。
計
画
で
は
10
年
間
同
じ
予
算
額
だ
が
、
せ
っ
か
く
地

方
に
来
て
い
た
だ
い
た
大
学
が
取
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

援
助
の
幅
を
少
し
で
も
広
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
今
ま
で
の
合
宿
で
は
３
日
以
降

の
日
額
を
補
助
す
る
形
だ
っ
た
が
、
３
日
以
上
泊
ま
っ
て
い

た
だ
け
る
場
合
、
初
日
か
ら
補
助
す
る
制
度
を
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
ス
ポ
ー
ツ
合
宿
を
成
功
裏
に
導
く
要
素
と
し

て
、
チ
ー
ム
の
方
々
と
地
元
の
方
々
と
の
つ
な
が
り
、
ふ
れ

あ
い
、
ま
た
、
受
け
入
れ
る
練
習
場
と
し
て
の
施
設
の
整
備
、

金
銭
的
な
支
援
が
必
要
だ
と
思
う
。
ま
た
、
合
宿
を
し
て
下

さ
っ
た
方
々
と
の
つ
な
が
り
も
大
切
で
あ
り
、
地
域
の
人
口

が
減
る
中
で
、
交
流
人
口
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
地
域
経

済
に
プ
ラ
ス
に
な
る
面
も
あ
る
し
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
の
振

興
の
中
で
、
子
ど
も
達
が
地
域
に
い
て
一
流
の
そ
う
い
っ
た

も
の
に
触
れ
る
機
会
に
な
る
と
い
う
両
面
か
ら
必
要
な
こ
と

で
は
な
い
か
と
思
う
。

【
総
括
質
疑
】

総
合
計
画
策
定
の
コ
ン
セ
プ
ト

　
　
　
　
　
　
総
合
計
画
策
定
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
あ
た
り
、

住
民
の
意
識
を
含
め
て
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
２
次
総
合
計
画
の

こ
れ
か
ら
の
10
年
は
、
人
生
に
例
え
る
な
ら
、
幼
少
期
を
ま

さ
に
自
ら
の
力
で
歩
み
を
進
め
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
切
な

時
期
に
な
る
。
そ
う
し
た
中
、
自
治
の
主
体
は
町
民
に
あ
る

こ
と
に
主
眼
を
置
き
、
町
民
が
自
分
た
ち
の
力
で
ま
ち
づ
く

り
を
行
う
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
町
民
が
ま
ち
づ
く
り
に

参
加
す
る
行
政
運
営
の
仕
組
み
を
理
想
に
掲
げ
、
そ
の
第
１

歩
を
踏
み
出
す
も
の
で
あ
る
。

総
合
計
画
の
狙
い
、
方
向
性

　
　
　
　
　
　
第
２
次
総
合
計
画
の
狙
い
、
ど
う
い
う
方
向

へ
大
空
町
を
進
め
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
今
回
の
将
来
像
と
し
て
、
今
ま
で
培
っ
て
き

松
岡
委
員

田
端 

生
涯
学
習
課
参
事

山
下
町
長

松
田
委
員

村
山 

総
務
課
企
画
グ
ル
ー
プ
主
幹

松
田
委
員

山
下
町
長

た
語
ら
い
と
協
働
で
つ
く
る
そ
う
い
っ
た
も
の
を
絆
に
し
、

新
し
い
町
の
夢
を
し
っ
か
り
つ
く
る
。
そ
こ
に
は
皆
さ
ん
の

笑
顔
が
必
ず
や
訪
れ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
い
る
。
そ
う
い
っ

た
夢
を
、
次
の
10
年
の
計
画
の
中
に
見
て
と
っ
て
い
き
た
い

と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
こ
れ
か
ら
が
本
番
だ
と
思
う
。
職
員
の
皆
さ

ん
は
も
ち
ろ
ん
、
議
会
も
一
緒
に
な
っ
て
汗
を
流
す
こ
と
も

大
事
だ
ろ
う
と
思
う
。
議
会
、
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
計
画
を
つ
く
る
こ
と
が
最
終
目
的
で
は
な
い
。

し
っ
か
り
と
実
施
を
し
て
い
く
、
さ
ら
に
は
こ
の
内
容
に
足

り
な
い
と
こ
ろ
を
付
け
加
え
な
が
ら
、
取
捨
選
択
を
し
な
が

ら
実
行
し
て
い
く
、
そ
の
執
行
機
関
と
し
て
の
責
務
を
し
っ

か
り
と
果
た
す
こ
と
が
私
ど
も
の
役
割
だ
と
思
う
。

松
田
委
員

山
下
町
長

開陽中央線道路（橋梁上部工）現場を、
産業建設文教常任委員会で視察

2015バスケットボールフェスティバルin大空合宿公
開試合

６
次
産
業
化
推
進
事

業
　
　
　
　
　
　
加
工

技
術
セ
ミ
ナ
ー
も
始

ま
っ
た
が
、
セ
ミ
ナ

ー
方
式
の
予
算
か
、

販
路
拡
大
と
か
に
向

け
た
事
業
費
な
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

ど
う
し
た
ら
販
路
拡

大
、
特
産
品
づ
く
り

に
向
け
ら
れ
る
か
、

セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

齋
藤
委
員

伊
藤 

産
業
課
長
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そ
　
の
　
他

本
郷
排
水
機
場
の
維
持
管
理

　
平
成
26
年
度
完
成
、
平
成

27
年
度
か
ら
供
用
し
て
い
る

本
郷
排
水
機
場
は
、
平
成
28

年
度
よ
り
国
か
ら
大
空
町
、

美
幌
町
で
管
理
委
託
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
２
町

で
土
地
改
良
法
の
規
定
に
基

づ
き
、
排
水
機
場
を
町
の
土

地
改
良
（
維
持
管
理
）
事
業

と
し
て
、
施
設
の
管
理
操
作
、

気
象
情
報
の
記
録
な
ど
を
行

う
も
の
で
す
。

質
疑
と
答
弁

　
　
　
　
　
　
排
水
機
場
の

通
常
時
の
管
理
、
ま
た
議
案

に
あ
る
事
業
費
の
負
担
、
地

元
1
0
0
％
と
あ
る
が
、
ど

う
い
う
こ
と
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
時

運
転
し
て
い
る
電
動
機
ポ
ン

プ
に
つ
い
て
本
郷
排
水
機
場

運
営
委
員
会
と
協
議
し
て
方

針
を
決
め
た
い
。
ま
た
国
・

道
の
補
助
60
％
を
除
い
た
40

％
部
分
に
つ
い
て
1
0
0
％

地
元
負
担
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

専
決
処
分
の
報
告
及
び
承
認

町
有
建
物
ブ
レ
ー
カ
ー
漏
電

事
故
に
よ
り
発
生
し
た
家
電

松
田
議
員

中
村 

産
業
課
参
事

定

例

会

定

例

会

※詳細に対する質疑・答弁内容は要約して掲載しています。
　詳細は、両地区図書館にある「会議録」をごらんください。
　また、議会ホームページにある「会議録」もごらんください。

●議会ホームページＵＲＬ：
（http：//www.town.ozora.hokkaido.jp/docs/2015011300061/）

※詳細に対する質疑・答弁内容は要約して掲載しています。

平成27年12月 定例会（１２/１５－１７開催）で決定した
主な内容をお知らせします。

（指定管理者の指定及び補正予算等について、賛成多数で可決されました。）



















平
成
27
年
度
補
正
予
算


















































































































































































































































































































地
域
振
興
施
設
整
備
事
業
に
用
地
取
得
費
用
に

係
る
経
費
な
ど
、
4
1
3
1
万
円
を
増
額
補
正

　
分
譲
地
造
成
事
業
か
ら
3
1
7
9
万
円
、
開
陽
中

央
線
道
路
整
備
事
業
か
ら
5
8
3
1
万
円
な
ど
を
減

額
補
正
し
、
一
般
会
計
総
額
85
億
4
7
8
万
円
と
な

り
ま
し
た
。

 補正予算の主な内容
会　　　計 補正予算額 補正後の総額

一 般 会 計 △1億3,802万円 85億478万円
国民健康保険事業特別会計 1,220万円 13億4,674万円
介護保険事業勘定特別会計 42万円 7億2,097万円

　＜一般会計＞
　【歳　　出】

事  業  内  容 補  正  額
分 譲 地 造 成 事 業 △3,179万円
地 域 振 興 施 設 整 備 事 業 4,131万円
開 陽 中 央 線 道 路 整 備 事 業 △5,831万円
東 藻 琴 小 学 校 大 規 模 改 修 事 業 △6,122万円
そ の 他 事 業 △2,801万円

　【歳　入】
事  業  内  容 補  正  額

分 譲 地 造 成 事 業 債 △1,450万円
地 域 振 興 施 設 整 備 事 業 債 3,920万円
開 陽 中 央 線 道 路 整 備 事 業 交 付 金 △3,237万円
学 校 施 設 環 境 改 善 交 付 金 △5,134万円
そ の 他 △7,901万円

指
定
管
理
者
の
指
定

　
町
内
の
施
設
等
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て
、
下

記
の
表
の
内
容
で
提
案
さ
れ
、

審
議
の
上
議
決
し
ま
し
た
。

質
疑
と
答
弁

　
　
　
　
　
　
農
業
研
修
生

等
受
入
施
設
の
指
定
管
理
期

間
に
つ
い
て
、
20
年
４
カ
月

と
い
う
こ
と
だ
が
、
長
い
指

定
期
間
の
合
理
性
、
そ
の
効

果
は
。
ど
う
整
理
さ
れ
た
の

か
。 松

田
議
員

使用料・
手数料

一口
　メモ

○使用料… 公共施設の利用の
対価

○手数料… 住民票発行などの
役務の対価として
利用者が負担する
公共料金

★12月定例会の際に審議した陳情等の結果
番号 件　　　　　　　名 採択 議員配布対応 継続審査
１ 北海道のすべての子どもたちにゆきとどいた教育を求める陳情 ○
２ 「新たな高校教育に関する指針」の見直しを求める陳情 ○

３ 国の教育予算を増やして「高校無償化」を復活し、給付制奨
学金の確立を求める陳情 ○

４ 「大学生への給付制奨学金創設」を求める陳情 ○
５ 特別支援学校の「設置基準」策定を求める陳情 ○
６ ＴＰＰ「合意」内容の徹底した情報公開と検証を求める要望意見書 ○

　　
オ
ホ
ー
ツ
ク
網
走
農
協
と

別
途
覚
書
を
取
り
交
わ
し
て

お
り
、
農
業
振
興
負
担
金
を

毎
年
度
町
に
納
入
い
た
だ
く

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の

年
数
が
20
年
で
予
定
し
て
い

る
の
で
、
指
定
管
理
の
年
数

田
中 

産
業
建
設
課
長

管理施設の名称等 指定管理者 指定管理期間

女満別図書館
東藻琴図書館
女満別研修会館
女満別ゲートボールセンター
女満別Ｂ＆Ｇ海洋センター
東藻琴Ｂ＆Ｇ海洋センター

一般財団法人
　大空町青少年育成協会

　　　会　長　合　田　秀　樹

平成28年４月１日から
平成31年３月31日まで

農業研修生等受入施設
オホーツク網走農業協同組合
代表理事組合長　岡　本　一　男

平成27年12月21日から
平成48年３月31日まで

大空町管理の道路橋梁
及び河川

大空総合管理協同組合
　代表理事組合長　郷右近　英　宣

平成28年４月１日から
平成31年３月31日まで

藻琴山温泉芝桜公園
株式会社東藻琴芝桜公園管理公社

　代表取締役　八重樫　光　司
平成28年４月１日から
平成31年３月31日まで

に
つ
い
て
も
20
年
と
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
受
入
は
実
情

に
合
わ
せ
て
適
切
に
運
営
し

て
ほ
し
い
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　
20
年
と
し
て

も
、
町
と
Ｊ
Ａ
の
関
係
を
し

っ
か
り
と
保
ち
な
が
ら
、
町

の
意
向
が
反
映
さ
れ
な
い
こ

と
の
な
い
よ
う
な
体
制
を
考

え
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た

い
。条

例

第
３
次
使
用
料
・
手
数
料
の

改
定

　
町
で
は
受
益
者
負
担
の
原

則
と
公
平
性
の
確
保
、
算
定

方
法
の
明
確
化
を
図
り
社
会

情
勢
に
合
う
よ
う
に
、
改
定

サ
イ
ク
ル
を
３
年
と
し
て
見

直
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
使
用
料
の
一
部
で
見
直

し
が
さ
れ
ま
し
た
。

松
田
議
員

山
下
町
長

損
壊
に
対
す
る
和
解
及
び
損

害
賠
償
の
報
告
３
件
を
承
認

し
ま
し
た
。

要
望
意
見
書

　
次
の
表
の
と
お
り
、
所
管

委
員
会
で
協
議
し
た
結
果
、

６
件
の
う
ち
１
件
を
採
択
、

５
件
を
議
員
配
布
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

国への要望意見書を
全会一致で採択

　
次
の
と
お
り
、
本
定
例
会
に
お
い
て
、
国
に

対
し
て
１
件
の
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
　
Ｔ
Ｐ
Ｐ
「
合
意
」
内
容
の
徹
底

　
　
し
た
情
報
公
開
と
検
証
を
求
め

　
　
る
要
望
意
見
書

　
徐
々
に
公
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ「
合
意
」

内
容
を
み
る
と
、
国
会
決
議
違
反
と
言
わ
ざ
る

を
得
な
い
農
産
物
関
税
の
扱
い
、
医
療
制
度
な

ど
、
国
民
の
暮
ら
し
に
か
か
る
懸
念
事
項
に
関

し
て
も
疑
念
は
完
全
に
解
消
さ
れ
て
い
な
い
。

よ
っ
て
政
府
に
お
い
て
、
国
会
に
お
け
る
承
認

手
続
き
に
入
る
前
に
交
渉
過
程
を
含
め
た
徹
底

し
た
情
報
公
開
を
行
い
、
合
意
内
容
の
全
容
と

影
響
な
ど
に
つ
い
て
国
民
各
層
に
対
す
る
説
明

責
任
を
果
た
す
こ
と
。
ま
た
国
会
に
お
い
て
は
、

国
会
決
議
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
真
摯
に
徹
底

し
た
検
証
を
行
う
こ
と
。
そ
の
結
果
、
国
会
決

議
に
違
反
す
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
速
や

か
に
Ｔ
Ｐ
Ｐ
合
意
を
撤
回
す
る
こ
と
を
強
く
要

望
す
る
も
の
で
す
。

採
択
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上
地
議
員

　
　
　
　
　
　
成
年
後
見
人
制
度
と
は
、
認
知
症
や
知
的
障

が
い
、
精
神
障
が
い
な
ど
の
理
由
で
、
判
断
能
力
が
不
十
分

に
な
っ
た
人
を
法
律
面
や
生
活
面
で
保
護
、
支
援
す
る
仕
組

み
だ
が
、
必
要
性
に
対
し
て
利
用
す
る
人
が
少
な
い
こ
と
が

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
町
の
状
況
は
ど
う
か
。

課
題
と
な
っ
て
い
る
。
町
の
状
況
は
ど
う
か
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
今
後
申
し
立
て
を
要
す
る
案
件
が
見
込
ま
れ

る
と
判
断
し
、
昨
年
要
綱
を
制
定
し
、
費
用
負
担
や
報
酬
額

の
助
成
な
ど
を
決
め
て
い
る
が
、
現
時
点
ま
で
申
立
者
は
い

な
い
現
状
で
あ
る
。
認
知
症
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、
後
見

人
の
育
成
、
活
用
を
図
る
た
め
の
研
修
等
の
実
施
に
努
め
る

こ
と
と
さ
れ
て
お
り
、
平
成
24
年
度
に
北
海
道
と
美
幌
町
、

津
別
町
、
大
空
町
の
共
催
に
よ
り
開
催
し
、
本
町
か
ら
６
名

が
受
講
さ
れ
た
。
そ
の
後
も
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
が
平
成

25
年
度
、
平
成
26
年
度
に
各
２
回
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
本

町
か
ら
４
名
参
加
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

町
か
ら
４
名
参
加
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

上
地
議
員

　
　
　
　
　
　
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
の
開
設
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
の
開
設
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
の
開
設
の
考
え
は
。

上
地
議
員

　
　
　
　
　
　
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
の
開
設
の
考
え
は
。

上
地
議
員

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
近
隣
の
事
例
を
参
考
に
し
、
今
後
組
織
化
に

向
け
て
、
形
態
や
運
用
に
つ
い
て
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

上
地
議
員

　
　
　
　
　
　
冬
期
生
活
支
援
事
業
に
つ
い
て
、
住
民
税
が

非
課
税
と
な
っ
て
い
る
低
所
得
者
や
高
齢
者
、
ひ
と
り
親
世

帯
な
ど
に
対
し
、
各
市
町
村
が
灯
油
の
引
換
券
や
現
金
な
ど

を
支
給
す
る
制
度
で
あ
る
が
、
今
年
度
は
灯
油
が
安
値
傾
向

で
推
移
し
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
今
冬
実
施
す
る
自
治
体
が

大
幅
に
減
少
す
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。
道
内
で
は
電
気

料
金
の
高
止
ま
り
で
家
計
の
負
担
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
て
、
福
祉
灯
油
の
継
続
を
求
め
る
声
も
上
が
っ
て
い
る
。

町
と
し
て
ど
う
判
断
す
る
の
か
。

町
と
し
て
ど
う
判
断
す
る
の
か
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
11
月
１
日
を

基
準
日
と
し
て
、
そ
の
年
の
４
月
１
日
現
在
の
灯
油
価
格
と

比
較
し
て
10
％
以
上
価
格
が
上
昇
し
て
い
る
場
合
、
も
し
く

は
11
月
現
在
の
価
格
に
対
し
、
１
月
15
日
の
価
格
が
10
％
以

上
上
昇
し
て
い
る
場
合
に
つ
い
て
実
施
を
し
て
き
た
。
今
年

度
は
灯
油
価
格
が
前
年
と
比
べ
現
在
３
割
以
上
安
い
水
準
で

推
移
し
て
い
る
。
ま
た
北
海
道
か
ら
の
支
援
も
予
定
さ
れ
て

い
な
い
状
況
で
あ
り
、
現
状
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
は
考
え

て
い
な
い
。

上
地
議
員

　
　
　
　
　
　
町
で
は
地
域
防
災
計
画
の
変
更
が
行
わ
れ
、

計
画
の
中
に
あ
る
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て
、
現
在
ど
の
よ

う
な
状
態
な
の
か
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
今
年
の
４
月
に
東
藻
琴
北
１
自
治
会
自
主
防

災
組
織
が
結
成
さ
れ
た
。
設
立
後
、
北
海
道
地
域
防
災
マ
ス

タ
ー
認
定
研
修
会
の
参
加
、
防
災
資
機
材
の
整
備
の
検
討
な

ど
、
活
動
が
始
ま
っ
て
い
る
。
女
満
別
地
区
で
は
ま
だ
結
成

し
た
自
治
会
は
な
い
が
、
豊
里
、
住
吉
地
域
の
自
治
会
の
方

々
に
説
明
を
行
い
、
設
立
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
を
い
た

だ
い
て
い
る
。

だ
い
て
い
る
。

上
地
議
員

　
　
　
　
　
　
自
主
防
災
組
織
や
町
内
自
治
会
で
も
、
名
簿

の
取
扱
い
に
つ
い
て
指
導
す
る
と
聞
い
た
が
、
施
錠
可
能
な

場
所
へ
の
保
管
、
名
簿
を
取
扱
う
者
を
限
定
す
る
と
か
が
あ

る
が
。

る
が
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
名
簿
の
提
供
先
と
し
て
、
消
防
署
、
消
防
団
、

警
察
署
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
自
主

防
災
組
織
に
つ
い
て
、
法
律
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
他
、
町
が
覚
書
を
締
結
し
て
、
自
治
会
を
対
象
と
し
て

名
簿
の
提
供
を
図
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

名
簿
の
提
供
を
図
る
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

上
地
議
員

　
　
　
　
　
　
自
主
防
災
組
織
の
組
織
率
が
1
0
0
％
に
近

い
町
に
視
察
に
行
っ
た
が
、
災
害
が
少
な
く
、
住
民
の
危
機

意
識
が
高
く
な
く
て
実
際
に
組
織
が
機
能
す
る
か
わ
か
ら
な

い
と
、
担
当
の
話
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
ど
う
考
え
る
か
。

一
般
質
問

一
般
質
問

（一般質問7人）（一般質問7人）

町政を問う！

　平成27年第４回定例会では、７人の議員から、町
の施策などに関する一般質問が行われました
※質問、答弁の内容は、要約して掲載しています。
　詳細は、議会ホームページ
（http://www.town.ozora.hokkaido.jp/
　　　　　　　　　　docs/2015011300061/）
　及び両地区図書館で閲覧できる会議録をご覧くだ
さい。

☆上
うえ
地
ち
　史
ふみ
隆
たか
 議員 ････････････････９ページ

　１．成年後見人制度の町の現状は
　２．冬期生活支援事業の今後
　３．地域防災計画にある自主防災組織の考えは

☆田
た
中
なか
　裕
ひろ
之
ゆき
 議員 ････････････････10ページ

　１．ふるさと住民票の考えは
　２．マイナンバー制度の現況はどうか

☆原
はら
本
もと
　哲
てつ
己
み
 議員 ････････････････11ページ

　１．地域振興施設の今後のスケジュールは

☆品
しな
田
だ
　好
よし
博
ひろ
 議員 ････････････････12ページ

　１．東藻琴の地域振興施設整備計画の考えは

☆沢
さわ
出
で
　好
よし
雄
お
 議員 ････････････････13ページ

　１．災害復旧事業の進捗状況は
　２．河川管理における関係機関との協議体制は
　３．道路・河川の維持管理の指定管理者選定結果
　４．技術系職員の増員の考えは

☆齋
さい
藤
とう
　宏
ひろ
司
し
 議員 ････････････････14ページ

　１．全国学力テストの結果を踏まえた今後の対応は
　２．被災地支援活動を通じた成果及び課題は
　３．メンタルヘルス対策と人事評価制度の現状

☆深
ふか
川
がわ
　　曻

のぼる
 議員 ･･････････････15ページ

　１．地方版総合戦略、地方創生の考え方

「議会インターネット中継」のお知らせ
議会の情報公開を進めるため、インターネッ
ト上でライブ中継、録画映像を無料で配信で
きる「ユーストリーム」を活用し、議会審議
状況のインターネット中継を行っています。
　傍聴に来られない方など、直接議場へお越
しいただかなくても、ご家庭などでもご覧い
ただけます。ライブ中継のほか、録画映像の
配信も実施しています。（議会後30日以内）

現
時
点
ま
で
申
立
者
は

　
　
　
　
い
な
い
状
況
で
あ
る

答
町
の
成
年
後
見
人
制
度
支
援
事
業
は

ど
の
よ
う
な
状
況
か

問

東
藻
琴
で
１
組
織
が
結
成
さ
れ
、女
満
別
で
も

設
立
の
可
能
性
を
検
討
い
た
だ
い
て
い
る

答
自
主
防
災
組
織
の
現
状
は

問
現
状
灯
油
価
格
は
安
い
水
準
で
推
移
し
て
お
り
、

現
状
と
し
て
取
り
組
む
こ
と
は
考
え
て
い
な
い

答
今
年
度
、冬
期
生
活
支
援
事
業
を
行

う
考
え
は
あ
る
の
か

問

上地　史隆　議員

今年度の防災訓練のようす

い
と
、
担
当
の
話
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し
ど
う
考
え
る
か
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
組
織
は

作
っ
て
も
そ
こ
に
魂
が

入
っ
て
い
な
け
れ
ば
、

な
か
な
か
い
ざ
と
い
う

時
に
動
き
き
れ
な
い
。

防
災
教
育
や
さ
ら
に
は
、

そ
の
訓
練
と
い
う
と
こ

ろ
で
、
自
助
と
共
助
の

考
え
方
を
し
っ
か
り
持

っ
て
い
た
だ
く
た
め
、

そ
う
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
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一
般
質
問

一
般
質
問

「ふるさと住民票
とは？」

一口
　メモ

都市部と過疎地といった複数自治体
の居住を促し、地域活性化につなげ
るもの。
民間シンクタンク：「構想日本」が提案。
●対象者の例
・ふるさと納税を行った人
・災害などで他市町村へ避難移住し
ている人等
●提供するサービスや取組み例
・自治体広報の発送
・パブリックコメントの参加
・住民投票への参加
・公共施設の住民料金での利用　等
※「構想日本」ＨＰより参照

原
本
議
員

　
　
　
　
　
　
地
域
振
興
施
設
に
つ
い
て
、
用
地
買
収
の
方

向
と
、
供
用
開
始
ま
で
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

聞
き
た
い
。

聞
き
た
い
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
用
地
交
渉
に
つ
い
て
現
在
、
す
べ
て
の
地
権

者
か
ら
土
地
の
売
払
い
の
承
諾
を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
既
存
の
建
物
の
取

り
壊
し
後
、
用
地
を
購
入
し
、
平
成
28
年
７
月
に
は
本
体
工

事
の
着
工
を
進
め
、
工
事
完
成
の
目
標
は
平
成
29
年
３
月
と

考
え
て
い
る
。
平
成
29
年
度
は
外
構
工
事
と
備
品
等
の
整
備

を
し
て
、
同
年
９
月
頃
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
た
い
。

を
し
て
、
同
年

原
本
議
員

　
　
　
　
　
　
で
き
る
範
囲
で
施
設
整
備
を
早
く
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
施
設
を
有
効
に
使
う
た
め
に
も
、
施
設

を
利
用
し
た
合
宿
等
、
新
し
い
取
組
み
が
あ
れ
ば
。

を
利
用
し
た
合
宿
等
、
新
し
い
取
組
み
が
あ
れ
ば
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
交
流
人
口
の
受
け
入
れ
も
極
め
て
大
切
に
な

っ
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
合
宿
の
受
け
入
れ
も
今
後
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、

宿
泊
に
つ
い
て
も
、
相
乗
効
果
を
考
え
な
が
ら
、
今
後
は
運

用
、
運
営
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

田
中
議
員

　
　
　
　
　
　
複
数
地
域
へ
の
居
住
に
つ
い
て
、
国
も
地
方

創
生
の
総
合
戦
略
で
本
格
的
な
推
進
を
掲
げ
て
い
る
が
、
町

長
の
所
見
は
ど
う
か
。

長
の
所
見
は
ど
う
か
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
提
供
を
想
定
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
例
に
は
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
参
加
な
ど
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る

も
の
も
あ
る
の
で
、
実
施
す
る
と
し
た
場
合
、
十
分
検
証
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
が
多
い
の
で
、
問
題
点
や
効
果
に

つ
い
て
調
査
し
た
い
。

原
本
議
員

　
　
　
　
　
　
建
物
の
設
計
が
進
ん
で
き
て
い
る
が
、
ど
の

よ
う
な
形
で
運
営
さ
れ
る
の
か
。

よ
う
な
形
で
運
営
さ
れ
る
の
か
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
平
成
27
年
２
月
に
、
東
藻
琴
地
区
の
商
工
会

の
会
員
の
皆
さ
ん
方
が
中
心
と
な
り
準
備
会
を
立
ち
上
げ
、

運
営
会
社
の
法
人
化
や
運
営
形
態
な
ど
の
協
議
を
進
め
ら
れ

て
い
る
現
状
で
あ
る
。
運
営
は
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を

考
え
て
お
り
、
近
々
準
備
会
の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
お
り
、

会
社
組
織
の
出
資
金
の
額
や
役
員
等
の
協
議
が
な
さ
れ
る
と

聞
い
て
い
る
。

聞
い
て
い
る
。

原
本
議
員

　
　
　
　
　
　
地
域
の
拠
点
、
核
と
な
っ
て
新
し
い
地
域
活

性
化
の
カ
ン
フ
ル
剤
的
な
も
の
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

性
化
の
カ
ン
フ
ル
剤
的
な
も
の
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
地
域
の
皆
さ
ん
に
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

こ
の
施
設
が
地
域
の
中
で
よ
り
良
い
も
の
と
な
っ
て
い
く
よ

う
に
、
私
ど
も
も
努
力
を
し
て
ま
い
り
た
い
。

田
中
議
員

　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ
て
い
る
方
も
対
象
と

な
る
が
、
例
え
ば
広
報
を
送
っ
た
り
、
町
の
行
事
や
お
祭
り

に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
そ
う
い
う
考
え
は
あ
る
の
か
。

に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
り
、
そ
う
い
う
考
え
は
あ
る
の
か
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
こ
の
制
度
の
趣
旨
は
、
大
空
町
の
理
解
者
、

フ
ァ
ン
と
い
う
方
々
を
、
い
か
に
地
域
の
中
に
増
や
し
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
の
で
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
さ
れ
た

方
に
広
報
誌
を
提
供
す
る
な
ど
、
丁
寧
な
取
扱
い
も
必
要
で

は
な
い
か
と
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

田
中
議
員

　
　
　
　
　
　
本
町
で
も
通
知
カ
ー
ド
の
配
送
が
始
ま
っ
て

い
る
が
、
報
道
で
は
、
誤
配
送
や
特
殊
詐
欺
の
被
害
、
役
所

窓
口
で
の
誤
交
付
な
ど
も
あ
る
と
い
う
。
本
町
で
の
現
況
は

ど
う
か
。

ど
う
か
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
送
付
件
数
3
0
8
6
の
う
ち
返
戻
が
3
4
7

通
あ
っ
た
。
返
戻
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
３
カ
月
間
保
管
す

る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
後
は
廃
棄
と
な
る
。
制
度
に

つ
い
て
、
町
広
報
誌
で
重
ね
て
周
知
を
行
っ
て
お
り
、
今
後

も
ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
よ
う
に
対
策
を
講
じ
て
ま
い
り
た
い
。

１
月
か
ら
個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
が
始
ま
る
が
、
交
付
に

当
た
り
、
窓
口
職
員
へ
の
指
導
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
管
理
の
徹

底
に
努
め
て
い
き
た
い
。

底
に
努
め
て
い
き
た
い
。

田
中
議
員

　
　
　
　
　
　
制
度
に
関
す
る
研
修
は
行
わ
れ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
制
度
に
関
す
る
研
修
は
行
わ
れ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
制
度
に
関
す
る
研
修
は
行
わ
れ
た
の
か
。

田
中
議
員

　
　
　
　
　
　
制
度
に
関
す
る
研
修
は
行
わ
れ
た
の
か
。

田
中
議
員

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
住
民
課
、
福
祉
課
、
住
民
福
祉
課
の
職
員
を

中
心
と
し
、
取
扱
い
に
対
す
る
説
明
会
、
啓
蒙
研
修
を
行
っ

た
。
た
。田中

議
員

　
　
　
　
　
　
通
知
カ
ー
ド
が
手
元
に
届
か
な
け
れ
ば
再
発

行
と
な
り
手
数
料
が
発
生
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
手
数
料
は

大
体
い
く
ら
か
。

田中　裕之　議員原本　哲己　議員

問
題
点
や
予
測
さ
れ
る
効
果
に
つ
い

て
調
査
を
す
る

答
「
ふ
る
さ
と
住
民
票
」制
度
の
所
見
を

伺
い
た
い

問
工
事
完
成
目
標
を
平
成
29
年
3
月
、

9
月
頃
の
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
た
い

答
地
域
振
興
施
設
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
は

問

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
を
考
え
て

い
る

答
施
設
は
ど
の
よ
う
な
形
で
運
営
さ
れ

る
の
か

問
今
後
も
ト
ラ
ブ
ル
の
な
い
よ
う
に
対

策
を
講
じ
て
ま
い
り
た
い

答
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
町
の
現
況
は

ど
う
か

問≪地域振興施設の今後のスケジュール≫
①契約内容の説明～
　・用地買収等に係る補償内容の説明
　・建物の撤去等の期日確認
　　（平成28年６月を目標）
②契約の締結～
　・土地売買契約等の締結
　　（前払金の支出）
③買収費・補償費の支出～
　・予定地の更地を確認したうえで支払
④本体工事の工期～
　・着工予定　平成28年７月～
　・完了予定　平成29年３月
⑤施設の供用開始～
　・平成29年９月頃（目標）

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
通
知
カ
ー
ド
の
再
発
行
は
、
手
数
料
条
例
の

中
で
5
0
0
円
と
考
え
て
い
る
。

中
で

円
と
考
え
て
い
る
。

田
中
議
員

　
　
　
　
　
　
特
養
な
ど
施
設
入
所
者
の
方
々
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
取
扱
い
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

バ
ー
の
取
扱
い
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
施
設
入
所
さ
れ
て
い
る
方
の
分
も
含
め
、
世

帯
主
の
方
に
お
渡
し
を
し
て
い
る
。
た
だ
１
人
で
世
帯
主
に

な
ら
れ
て
い
る
方
に
つ
い
て
は
、
施
設
に
送
り
厳
重
管
理
を

お
願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

総務省ＨＰ「マイナン
バー制度」より

平成28年1月から、社会保障・税・災害対策の手続きで、
マイナンバーの利用が始まります。

こんな場面で、皆さんもマイナンバーを使います。

学　　　生
●アルバイトの勤務先に
●奨学金の申請時に
●勤労学生の控除手続に

主婦・保護者
●パート・アルバイトの勤務先に
●出産育児一時金や育休の申請時に
●児童手当の申請時に

従　業　員
●扶養控除等（異動）申告書など
　会社に提出する税務関係書類に
●健康保険や雇用保険、年金などの手続に

外　国　人
●中長期在留者や特別永住者などの外国人
　も税や社会保障等の手続でマイナンバー
　を使います。

高齢者・障害者など
●年金給付の手続に
●福祉や介護の手続に
●災害時の支援利用時に

ずっと
使うから
大切にね！

議会だよりへの
ご意見・ご要望を
募集します！

【ご意見・ご要望などはこちらまで】
〒099-2392　大空町女満別西３条４丁目１番１号 大空町役場内

大空町議会事務局　TEL:0152-74-2111（内線266）

　『議会広報常任委員会』では、より読みやす
く、親しみやすい広報誌を目指して、常に検討
しながら作業にあたっています。
　皆さんのご意見・ご要望をどんどんお寄せ下
さい。お待ちしています。
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一
般
質
問

一
般
質
問

沢
出
議
員

　
　
　
　
　
　
台
風
23
号
の
災
害
対
策
の
対
応
に
つ
い
て
、

町
が
管
理
す
る
施
設
の
被
災
状
況
は
、
建
物
や
公
共
施
設
、

道
路
橋
梁
な
ど
で
約
1
0
0
箇
所
近
く
の
報
告
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
農
家
個
々
が
被
災
し
た
農
地
や
農
道
、
現
在
ま
で
復

旧
が
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
の
か
。

旧
が
ど
の
程
度
進
ん
で
い
る
の
か
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
被
災
箇
所
に
つ
い
て
現
在
で
、
道
路
が
全
部

で
1
1
9
箇
所
、
河
川
が
18
箇
所
と
な
っ
て
い
る
。
道
路
は

現
在
ま
で
に
11
本
の
工
事
を
発
注
し
、
年
度
中
に
1
0
7
箇

所
の
完
了
を
見
込
ん
で
い
る
が
、
12
箇
所
は
平
成
28
年
度
の

実
施
を
予
定
し
て
い
る
。
河
川
に
つ
い
て
は
年
度
内
の
工
事

完
了
を
目
指
し
て
い
る
。
農
地
に
つ
い
て
は
2
2
9
箇
所
が

被
災
を
受
け
、
早
急
な
対
応
が
必
要
な
農
地
に
つ
い
て
は
、

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金
制
度
を
活
用
し
、
外
注
に
よ
る
復

旧
対
応
を
行
っ
た
り
、
農
業
者
自
ら
の
復
旧
に
対
し
日
当
や

機
械
使
用
料
を
支
援
し
て
い
る
。
被
害
額
と
し
て
は
、
平
成

27
年
度
、
平
成
28
年
度
に
か
け
、
道
路
で
１
億
1
8
0
0
万

円
、
河
川
で
4
3
0
0
万
円
、
農
地
は
災
害
復
旧
事
業
、
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
制
度
を
合
わ
せ
１
億
5
5
0
0
万
円
、

品
田
議
員

　
　
　
　
　
　
登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、パ
ブ
リ
シ
テ
ィ（
無

料
広
告
）
と
い
う
形
で
搭
載
さ
れ
、
認
知
度
が
上
が
り
、
効

果
が
大
き
い
と
思
う
。

果
が
大
き
い
と
思
う
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
集
客
力
の
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
り
、
大
き
な
効

果
を
期
待
で
き
る
。

　
　品

田
議
員

　
　
　
　
　
　
指
定
管
理
料
は
ゼ
ロ
に
近
い
と
い
う
話
だ
が
、

受
け
皿
の
運
営
会
社
の
形
態
、
会
社
設
立
の
目
安
は
。

受
け
皿
の
運
営
会
社
の
形
態
、
会
社
設
立
の
目
安
は
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
現
在
、
出
資
等
の
額
、
役
員
数
に
つ
い
て
協

議
が
な
さ
れ
て
い
る
。
指
定
管
理
料
は
高
い
公
共
性
の
部
分

も
あ
る
の
で
、
経
費
負
担
す
る
こ
と
も
考
え
て
い
る
。
会
社

形
態
は
株
式
会
社
で
あ
る
。

合
計
３
億
1
6
0
0
万
円
と
な
っ
た
。

沢
出
議
員

　
　
　
　
　
　
サ
ラ
カ
オ
ー
マ
キ
キ
ン
川
の
堤
防
決
壊
に
よ

り
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
が
、
河
川
敷
地
、
堤
防
敷
地
内

の
立
木
な
ど
の
伐
採
整
理
に
つ
い
て
、
河
川
改
修
も
含
め
、

関
係
機
関
等
が
相
互
理
解
を
図
れ
る
よ
う
、
町
が
中
心
と
な

り
協
議
の
場
を
つ
く
り
問
題
解
決
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

り
協
議
の
場
を
つ
く
り
問
題
解
決
を
図
っ
て
ほ
し
い
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
河
川
下
流
の
堤
防
敷
地
内
に
は
樹
木
が
多
数

あ
り
、
流
下
の
支
障
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
、
私

ど
も
も
北
海
道
に
要
望
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
北
海
道
は
、

樹
木
の
伐
採
を
計
画
し
既
に
一
部
作
業
を
開
始
し
て
い
る
。

現
在
は
、
決
壊
し
た
箇
所
か
ら
50
ｍ
程
度
の
区
間
の
伐
採
が

完
了
し
て
い
る
。
町
と
し
て
は
今
後
も
適
切
な
維
持
管
理
を

お
願
い
し
て
い
く
。

品
田
議
員

　
　
　
　
　
　
本
当
に
や
ろ
う
と
す
る
意
識
が
あ
れ
ば
、
行

政
の
進
め
方
と
受
け
皿
と
な
る
運
営
会
社
の
歩
み
が
、
並
行

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
申
し
上
げ
て
き
た
。

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
申
し
上
げ
て
き
た
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
町
も
参
画
し
な
が
ら
議
論
の
推
移
を
見
守
り

た
い
。
一
方
で
、
サ
ポ
ー
ト
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
品
田
議
員

　
　
　
　
　
　
収
益
性
に
つ
い
て
は
、
会
社
が
立
て
た
訳
で

も
な
く
、
固
定
資
産
税
を
払
わ
な
く
て
も
い
い
、
家
賃
も
払

わ
な
く
て
い
い
、
す
な
わ
ち
減
価
償
却
も
し
な
く
て
い
い
、

そ
れ
は
す
べ
て
、
行
政
が
持
つ
こ
と
に
な
る
。
一
切
の
歳
入

が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

が
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
準
備
会
の
皆
さ
ん
が
慎
重
に
、
官
の
作
っ
た

当
初
の
収
益
の
と
こ
ろ
を
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
計
算
さ
れ
る

と
思
っ
て
い
る
。

品
田
議
員

　
　
　
　
　
　
今
日
の
議
論
を
前
に
し
て
、
町
民
の
皆
様
方

沢
出
議
員

　
　
　
　
　
　
道
路
河
川
の
維
持
管
理
の
指
定
管
理
者
選
定

結
果
に
つ
い
て
、
職
員
の
体
制
で
職
員
数
は
確
保
さ
れ
て
い

る
と
理
解
し
て
い
い
の
か
。
ま
た
資
格
所
有
者
と
は
ど
の
よ

う
な
資
格
を
指
し
て
い
る
の
か
。

う
な
資
格
を
指
し
て
い
る
の
か
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
今
回
、
平
成
28
年
度
以
降
の
指
定
管
理
の
方

針
に
あ
わ
せ
て
、
常
時
雇
用
者
の
配
置
を
、
女
満
別
５
名
、

東
藻
琴
４
名
に
変
更
を
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
に
業
務
処

理
責
任
者
を
立
て
て
業
務
を
行
え
る
体
制
に
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
資
格
に
つ
い
て
だ
が
、
土
木
施
工
管
理
の
技

師
等
の
資
格
を
求
め
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
車
両
の
運
転

に
必
要
な
大
型
免
許
や
大
型
特
殊
免
許
な
ど
、
車
両
運
転
の

免
許
を
指
し
て
い
る
。

沢
出
議
員

　
　
　
　
　
　
町
と
し
て
維
持
・
管
理
状
況
の
点
検
、
指
導
、

監
督
ま
で
を
遂
行
す
る
技
術
系
職
員
の
増
員
の
必
要
性
を
感

じ
た
が
、
経
験
者
な
ど
の
増
員
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

山
下
町
長　

じ
た
が
、
経
験
者
な
ど
の
増
員
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

山
下
町
長　

山
下
町
長
　
両
地
域
の
実
情
を
し
っ
か
り
把
握
で
き
る
職

員
づ
く
り
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
現

行
の
技
術
系
職
員
の
年
齢
構
成
に
つ
い
て
若
干
高
い
た
め
、

今
後
、
年
齢
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
採
用
を
検
討
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
職
員
の
配
置
に
つ
い
て
も
検
討
し

て
い
く
。

に
は
っ
き
り
と
し
た
直
近
の
計
画
を
示
す
こ
と
が
大
事
だ
と

考
え
て
い
る
。

考
え
て
い
る
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
今
後
も
何
回
と
な
く
重
ね
な
が
ら
、
大
空
町

全
体
の
皆
様
方
に
施
設
の
必
要
性
、
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

説
明
し
て
ま
い
り
た
い
。

品
田
議
員

　
　
　
　
　
　
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
に
そ
ぐ
わ
な
い
の
で
は
な

い
か
。
ノ
ン
キ
―
ラ
ン
ド
、
そ
し
て
ひ
と
き
わ
カ
ン
ト
リ
ー

な
街
並
み
に
突
如
出
現
し
た
シ
テ
ィ
ホ
テ
ル
と
い
っ
た
感
じ

が
す
る
。
そ
う
考
え
る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

が
す
る
。
そ
う
考
え
る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
な
る
べ
く
シ
ン
プ
ル
な
つ
く
り
と
し
て
、
突

起
物
を
極
力
な
く
し
、
機
能
を
優
先
さ
せ
た
酪
農
の
イ
メ
ー

ジ
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
、
白
壁
に
黒

の
ア
ク
セ
ン
ト
で
全
体
を
ひ
き
た
た
せ
る
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
。

品田　好博　議員沢出　好雄　議員

前
向
き
に
登
録
検
討
し
た
い

答
東
藻
琴
地
域
振
興
施
設
の
道
の
駅
の

登
録
は
考
え
て
い
る
か

問

順
次
、検
討
が
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る

答
事
業
計
画
を
要
望
し
て
い
る
が
、動

き
が
遅
い
の
で
は
な
い
か

問

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
山
岳
地
帯
の
牧
野
的
な

イ
メ
ー
ジ
に
整
理
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る

答
建
物
の
外
観
が
一
新
さ
れ
た
の
は
な

ぜ
か

問

目
先
の
収
益
だ
け
が
行
政
の
役
割
な

の
か
も
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

答
行
政
コ
ス
ト
が
上
が
る
の
で
は
な
い

か
問

町
広
報
や
地
域
懇
談
会
で
説
明
し
て

い
る

答
直
近
の
数
字
を
町
民
に
示
す
べ
き
で

は
問

町
と
し
て
経
費
を
負
担
す
る
こ
と
も

考
え
て
い
る

答
指
定
管
理
料
の
考
え
方
は

問

サラカオーマキキン川堤防敷地内の被災状
況（H27.10.11撮影）

●財源の内訳（概算）
◎総事業費　　８億7,500万円
　○内　訳
　・国からの交付金･････２億1,000万円
　・合併特例債･････････６億  300万円
　・基金取崩･･･････････････6,200万円

＜地域振興施設　財源及び外観図＞

今
年
度
さ
ら
に
は
平
成
28
年
度
に
か

け
、復
旧
事
務
を
執
り
進
め
て
い
る

答
台
風
23
号
の
災
害
復
旧
の
進
捗
状
況

は
問

町
と
し
て
は
適
切
な
維
持
管
理
を
お

願
い
し
て
い
く

答
河
川
管
理
に
お
け
る
関
係
機
関
と
の

協
議
体
制
は

問

年
齢
バ
ラ
ン
ス
に
も
配
慮
し
た
採
用
、

職
員
の
配
置
も
検
討
し
て
い
く

答
町
の
技
術
系
職
員
の
増
員
の
必
要
性

を
感
じ
る
が

問
両
地
区
に
業
務
処
理
責
任
者
を
立
て
、

業
務
を
行
え
る
体
制
に
し
た
い

答
道
路
河
川
の
維
持
管
理
の
指
定
管
理
者
選
定
に

つ
い
て
、職
員
数
は
確
保
さ
れ
て
い
る
の
か

問
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齋
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
ス
ト
レ
ス
に
本
人
が
気
付
い
て
い
な
い
場
合

も
あ
る
と
思
う
。
個
々
の
判
断
ま
た
上
司
の
判
断
も
あ
る
と

思
う
が
、
行
政
と
し
て
ど
う
い
う
形
で
判
断
し
て
い
く
の
か
。

思
う
が
、
行
政
と
し
て
ど
う
い
う
形
で
判
断
し
て
い
く
の
か
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
実
際
に
ス
ト
レ
ス
を
溜
め
な
が
ら
な
か
な
か
仕

事
が
手
に
つ
か
な
い
、
体
調
を
崩
す
と
な
っ
た
と
き
、
職
場

と
し
て
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
か
、
非
常
に
個
々
の
状
況
に

よ
っ
て
対
応
が
異
な
り
難
し
い
と
い
う
の
が
感
想
で
あ
る
。

多
様
な
対
応
が
と
れ
る
柔
軟
な
組
織
で
あ
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。

齋
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
人
事
評
価
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
伺
い
た

い
。
い
。山下

町
長

　
　
　
　
　
　
人
事
評
価
制
度
に
つ
い
て
は
平
成
21
年
度
か

ら
実
施
し
て
お
り
、
単
に
評
価
す
る
だ
け
で
な
く
、
評
価
者

が
職
員
と
面
談
を
行
い
、
結
果
に
お
け
る
現
状
確
認
、
職
員

の
資
質
向
上
な
ど
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
評
価
に
つ
い
て
は
複
数
の
職
員
が
評
価
者
と
な
る
た
め
、

評
価
の
視
点
が
均
一
と
な
る
よ
う
に
研
修
も
継
続
し
て
行
っ

て
い
る
。

て
い
る
。

齋
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
人
事
評
価
で
、
評
価
者
に
対
す
る
研
修
と
は

ど
う
い
う
内
容
な
の
か
。

ど
う
い
う
内
容
な
の
か
。

藤
田
総
務
課
長

　
　
　
　
　
　
　
評
価
者
と
な
る
職
員
に
対
し
、
２
・
３
年

に
１
度
研
修
を
実
施
し
て
い
る
。
ど
う
い
う
よ
う
な
視
点
で

評
価
す
べ
き
か
、
着
眼
点
、
職
員
を
比
較
し
て
の
評
価
と
な

ら
な
い
よ
う
同
じ
目
線
に
立
っ
た
評
価
が
重
要
と
な
る
。
研

修
の
中
で
事
例
を
も
と
に
実
際
に
評
価
を
行
い
、
そ
の
評
価

が
ど
う
で
あ
る
か
と
い
う
よ
う
な
検
証
を
行
っ
て
い
る
。
継

続
し
て
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

一
般
質
問

一
般
質
問

齋
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
今
回
実
施
さ
れ
た
全
国
学
力
テ
ス
ト
に
つ
い

て
、
大
空
町
の
小
学
６
年
生
の
平
均
正
答
率
が
す
べ
て
の
教

科
に
お
い
て
全
道
平
均
を
下
回
っ
た
結
果
を
踏
ま
え
、
課
題

と
今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

と
今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

渡
邊
教
育
長

　
　
　
　
　
　
　
結
果
を
受
け
、
こ
れ
ま
で
の
取
組
み
の
効

果
を
検
証
し
、
学
校
に
お
け
る
組
織
的
、
継
続
的
な
取
組
み

を
強
め
る
と
と
も
に
、
危
機
意
識
を
持
っ
て
補
充
学
習
や
家

庭
学
習
の
定
着
、
規
律
あ
る
生
活
習
慣
の
確
立
な
ど
、
さ
ら

な
る
学
力
向
上
対
策
を
講
じ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ま
た
、
学
校
や
家
な
ど
、
教
育
に
携
わ
る
す
べ
て
の
人
達
と

課
題
を
共
有
し
、
連
携
、
協
力
し
て
大
空
町
の
子
ど
も
達
の

学
力
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

学
力
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
一
層
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
。

齋
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
小
学
６
年
生
の
対
応
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

齋
藤
議
員

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
小
学
６
年
生
の
対
応
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

渡
邊
教
育
長

　
　
　
　
　
　
　
朝
学
習
や
基
礎
を
中
心
と
し
た
テ
ス
ト
の

繰
り
返
し
実
施
、さ
ら
に
複
数
の
教
員
に
よ
る
授
業
指
導
や
児

童
の
実
態
に
応
じ
て
２
グ
ル
ー
プ
に
分
け
て
行
う
習
熟
度
別
指

導
を
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、ゲ
ー
ム
や
テ
レ
ビ
の
時
間
を
減
ら

し
、家
庭
学
習
時
間
を
増
や
す
取
組
み
も
行
う
予
定
で
あ
る
。

深
川
議
員

　
　
　
　
　
　
地
方
版
総
合
戦
略
、
地
方
創
生
に
つ
い
て
、

空
港
の
あ
る
町
と
し
て
、
空
港
か
ら
５
分
で
着
く
町
、
空
港

と
と
も
に
知
名
度
ア
ッ
プ
、
空
港
と
い
う
素
材
を
持
っ
て
多

く
の
事
業
、
そ
の
他
良
い
影
響
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

く
の
事
業
、
そ
の
他
良
い
影
響
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
空
港
の
利
用
促
進
に
つ
い
て
、
周
辺
自
治
体

や
経
済
界
な
ど
と
連
携
し
て
、
空
港
路
線
の
維
持
拡
充
に
関

す
る
要
望
活
動
や
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
な
ど
、
地
域
Ｐ
Ｒ

と
利
用
拡
大
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
空
港
の
あ

る
町
の
優
位
性
は
、
大
空
町
に
来
て
移
住
し
よ
う
、
そ
し
て

地
域
に
い
る
方
が
住
み
続
け
た
い
と
い
う
定
住
観
念
、
さ
ら

に
は
交
流
人
口
の
誘
致
、
観
光
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え

て
い
る
。

て
い
る
。

深
川
議
員

　
　
　
　
　
　
女
満
別
空
港
を
、
例
え
ば
賑
わ
い
づ
く
り
と

か
、
さ
ら
に
付
加
価
値
が
付
く
よ
う
な
形
で
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い

け
れ
ば
と
思
う
が
。

け
れ
ば
と
思
う
が
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
今
年
、
女
満
別
空
港
の
国
際
化
を
見
据
え
た

空
港
の
整
備
、
利
用
促
進
、
空
港
機
能
の
強
化
に
関
し
、
設

置
者
で
あ
る
北
海
道
知
事
へ
の
要
請
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

齋
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
何
か
目
標
が
あ
れ
ば
決
し
て
で
き
な
い
学
年

で
は
な
い
。
き
っ
か
け
を
与
え
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

で
は
な
い
。
き
っ
か
け
を
与
え
る
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。

渡
邊
教
育
長

　
　
　
　
　
　
　
明
確
な
目
標
を
持
つ
こ
と
で
、
学
習
面
や

生
活
面
に
お
い
て
一
人
一
人
が
前
向
き
で
積
極
的
な
も
の
と

な
る
よ
う
、
指
導
の
改
善
に
一
層
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

な
る
よ
う
、
指
導
の
改
善
に
一
層
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

齋
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
教
育
と
い
う
考
え
の
も
と
、
町
長
か
ら
も
答

弁
を
お
願
い
し
た
い
。

弁
を
お
願
い
し
た
い
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
地
域
の
学
校
に
お
い
て
は
、
ま
た
教
育
の
現

場
の
中
で
、
読
書
活
動
と
縄
跳
び
の
活
動
を
推
進
し
て
ほ
し

い
。
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
地
道
に
や
る
こ
と
に
よ
り
、
体
力

面
で
も
学
力
面
で
も
秀
で
た
よ
う
な
人
物
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
い
う
思
い
を
込
め
、
私
と
し
て
は
取
り
組
ん
で
い
る
。

齋
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
被
災
地
支
援
活
動
に
つ
い
て
、
今
年
度
で
一

区
切
り
と
い
う
こ
と
だ
が
、
ま
だ
続
け
て
ほ
し
い
と
い
う
町

民
の
声
も
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
被
災
地
支
援
の
成
果
、
課
題
、

ま
た
、
民
間
団
体
や
個
人
に
対
す
る
費
用
の
一
部
助
成
の
考

え
方
は
。

え
方
は
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
い
つ
ま
で
支
援
を
続
け
る
べ
き
か
に
つ
い
て
、

仮
設
住
宅
に
暮
ら
さ
れ
て
い
る
方
々
の
支
援
活
動
が
中
心
と

な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
仮
設
住
宅
が
解
消
さ
れ
た
時
が
一

つ
の
目
安
か
と
考
え
て
い
た
。
支
援
先
で
あ
る
陸
前
高
田
市

の
米
崎
小
学
校
、
高
田
高
校
の
仮
設
住
宅
が
今
年
度
限
り
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
支
援
活
動
を
平
成
27
年
度
で
一
区
切
り

と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
今
後
は
、
団
体
や
個
人
が
被
災

地
に
出
向
く
支
援
活
動
な
ど
に
対
し
、
町
と
し
て
支
援
を
し

た
い
。

た
い
。

齋
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
文
化
交
流
、
産
業
交
流
な
ど
、
行
政
と
し
て

産
業
は
も
ち
ろ
ん
、
観
光
、
交
流
の
拠
点
、
大
空
町
に
と
っ

て
貴
重
な
財
産
で
あ
り
、
町
を
運
営
し
て
い
く
、
活
性
化
し

て
い
く
た
め
の
生
命
線
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
利

用
の
拡
大
と
利
便
性
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
、
地
方
創
生
に

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
。

つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
く
。

深
川
議
員

　
　
　
　
　
　
現
時
点
で
空
港
を
メ
イ
ン
に
し
て
売
り
出
し

て
い
る
市
町
村
は
、
全
国
を
見
て
も
な
い
。
さ
ら
に
女
満
別

の
地
域
に
関
し
て
は
空
港
か
ら
５
分
で
来
ら
れ
る
。
そ
う
い

う
こ
と
も
ア
ピ
ー
ル
の
一
つ
と
し
て
、
質
の
高
い
情
報
の
発

信
を
し
て
い
け
れ
ば
な
と
思
う
。

信
を
し
て
い
け
れ
ば
な
と
思
う
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
空
港
に
大
勢
の
人
が
集
い
、
利
用
し
、
楽
し

み
が
あ
る
と
い
う
の
も
一
つ
で
は
な
い
か
、
そ
う
い
う
特
色

の
あ
る
空
港
に
す
る
こ
と
も
、
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
く
一
つ
の
材

料
で
は
な
い
か
と
思
う
。
何
か
一
つ
だ
け
で
Ｐ
Ｒ
が
で
き
る

わ
け
で
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
手
を
変
え
品
を
変

え
情
報
を
発
信
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
発

信
力
を
身
に
つ
け
て
ま
い
り
た
い
。

齋
藤
議
員

　
　
　
　
　
　
50
人
以
上
の
従
業
員
を
有
す
る
職
場
で
ス
ト

レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
が
義
務
化
さ
れ
た
が
、
今
後
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

ル
ス
対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
役
場
で
は
今
年
、
50
問
の
設
定
で
ス
ト
レ
ス
チ

ェ
ッ
ク
を
実
施
し
た
。
個
人
に
結
果
が
通
知
さ
れ
、
必
要
な

場
合
は
労
働
時
間
の
短
縮
な
ど
の
対
策
を
行
う
も
の
と
な
る
。

健
康
第
一
で
職
場
環
境
づ
く
り
に
取
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

齋藤　宏司　議員

こ
れ
ま
で
の
取
組
み
の
効
果
を
検
証
し
、さ

ら
な
る
学
力
向
上
対
策
を
講
じ
て
い
く

答
全
国
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
を
踏
ま
え
、

課
題
と
今
後
の
対
応
策
は

問
職
員
の
資
質
向
上
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
、評
価
者
に
対
す
る
研
修
を
継
続
し
て
行
う

答
人
事
評
価
の
現
状
と
課
題
は

問

今
後
も
利
用
拡
大
と
利
便
性
の
向
上
に
取

り
組
み
、地
方
創
生
に
つ
な
げ
て
い
く

答
地
方
版
総
合
戦
略
、地
方
創
生
に
つ
い
て
、空
港

を
も
っ
と
多
く
の
事
業
に
利
用
す
べ
き
で
は

問
団
体
や
個
人
が
行
う
活
動
な
ど
に
対

し
支
援
を
し
た
い

答
今
後
の
被
災
地
支
援
活
動
に
つ
い
て

ど
う
考
え
る
か

問

健
康
第
一
で
職
場
環
境
づ
く
り
に
取

り
組
む

答
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
は

問

深川　　曻　議員

昨年度の被災地支援活動のようす（陸前高
田市　米崎小学校仮設住宅）

昨年の女満別空港秋フェスのようす

ど
う
い
う
形
で
き
っ
か
け
を
つ
く
る
の
か
。

ど
う
い
う
形
で
き
っ
か
け
を
つ
く
る
の
か
。

山
下
町
長

　
　
　
　
　
陸
前
高
田
市
と
大
空
町
と
い
う
関
係
を
持
ち
な

が
ら
活
動
し
て
き
た
と
い
う
実
績
は
な
い
。
町
民
の
方
々
が

別
な
形
で
の
活
動
を
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
財
政
的
な
面

で
支
援
を
し
て
ま
い
り
た
い
。
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

主な審議項目 説　明　概　要　等

大空町10年記念碑建設の状況
・女満別公園跡地記念碑、流氷観測飛行記念碑、北海道簡易軌道
藻琴線東藻琴村停留所跡地記念碑、松島武四郎記念石柱の4箇所
の状況

●第９回〔平成27年10月26日開催〕

主な審議項目 説　明　概　要　等

要望意見書の取り扱い ・TPP「合意」内容の徹底した情報公開と検証を求める要望意
見書

●第12回〔平成27年12月15日開催〕

産業建設文教常任委員会

委員会レポート
　総務厚生、産業建設文教、議会広報の３常任委員会では、議会閉会中も委員会
が所管する項目などの調査を随時行っており、その概要をお知らせします。

OZORA
MEMANBETSU

HIGASHIMOKOTO

総務厚生常任委員会

　主な審議項目 説　明　概　要　等
東藻琴福寿苑増床計画基本構想概要
（案）

・増床部分の概要～敷地面積2,500㎡、小規模特別養護老人ホ
ーム（ユニット型個室30床）、平屋建

ふるさと応援寄附金（11月15日現
在）経過状況

・11月15日現在の採納状況～ 1,026件、26,881千円
・特典の内訳では、1,026件中821件が「チーズセット」を選択

マイナンバー制度の状況 ・通知カードの返戻状況～ 3,086通中332通、返戻率10.8％
・マイナンバー制度の動向を時系列に説明

◆上記のほか、「東藻琴診療所医療機器の更新等」など全7項目を審議

第12回〔平成27年12月２日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等
公の施設の指定管理者の候補者選定結果 ・藻琴山温泉芝桜公園ほか9施設の指定管理者の選定結果

除雪計画 ・除雪出動基準～降雪量が7㎝以上に達した場合、超えること
が予想される場合。

町道の認定及び廃止 ・女満別昭和定住団地分譲に伴い認定3路線、廃止9路線、路
線名は公園1号線から公園3号線とする。

全国学力・学習状況調査 ・小学校　全ての教科「相当低い」、中学校　4教科「やや高い」
1教科「高い」

東藻琴小学校体育館耐力度調査の結
果

・平成17年度耐震化を実施しており構造耐力は問題なし
・鉄骨の腐食や座屈、柱の傾斜が確認され、保存度が低い数値
となった。

◆上記のほか、「土地改良事業の施行について」など全16項目を審議

●第10回〔平成27年12月2日開催〕

主な審議項目 説　明　概　要　等

財産の取得 ・北見東京電波（株）旧女満別工場の土地及び建物の寄附採納
・寄附日　平成27年11月6日

外出支援タクシー試験運行事業 ・試験運行期間（2月～ 11月）の登録者数及び利用実績

◆上記のほか、「一般廃棄物最終処分場について」など全3項目を審議

●第14回〔平成27年12月15日開催〕

主な審議項目 説　明　概　要　等

いじめ防止基本方針の策定 ・北海道の基本方針が策定されたことに伴い、町の基本方針も
策定する。

高等学校配置検討状況 ・大空町の高校づくり（案）に対する意見、今後の検討スケジ
ュール

●第13回〔平成27年12月17日開催〕

合 同 常 任 委 員 会 （２常任委員会合同での調査）

主な審議項目 説　明　概　要　等

地域振興施設に係る実施設計等 ・用地交渉の状況及び施設の供用開始に向けた今後のスケジュ
ールについての説明。

●第13回総務・第11回産業建設文教〔平成27年12月7日開催〕

主な審議項目 説　明　概　要　等

大空町過疎地域自立促進市町村計画
・法律改正に伴い、過疎債借入等を活用するため、平成28年
度から平成32年度までの5年間の大空町過疎地域自立促進市町
村計画を策定する。

●第15回総務・第13回産業建設文教〔平成27年12月17日開催〕

主な審議項目 説　明　概　要　等

平成27年10月1日～ 2日にかけての
暴風災害

・前線を伴った低気圧が通過したことにより1日から2日にか
けて暴風警報が発表された。被害状況及び対応状況についての
報告。

平成27年10月8日～ 9日にかけての
台風23号災害

・台風23号により8日に大雨、暴風、洪水警報が発表された。
災害対策本部等の設置状況、被害状況及び対応状況についての
報告。

●第10回総務・第8回産業建設文教〔平成27年10月19日開催〕

主な審議項目 説　明　概　要　等

まち・ひと・しごと創生総合戦略 ・戦略（案）に対する意見と検討結果、それを受けた戦略（案）
の修正

平成27年度指定管理者制度に係るモ
ニタリング評価

・4段階評価（A～D）で指定管理者と施設所管課での評価を
行い、その後選定委員会で評価、試行として実施。（17施設）

●第11回総務・第9回産業建設文教〔平成27年10月26日開催〕

寄附いただいた方に対する特典で、一番人気の
「チーズセット」

土地及び建物を寄附採納した
「東京電波旧女満別工場」
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視
察
報
告

視
察
報
告

福岡県那珂川町の議場にて道の駅竜北・氷川町物産館にて

大分県日田市の「木の花ガルテン」にて

氷川町誕生10周年記念式典に出席し、来賓祝辞
として、深川副議長が代読しました

　
那
珂
川
町
は
、
福
岡
市
か
ら
13
㎞
の
と
こ
ろ
に
位
置
し
、

平
成
２
年
に
全
国
初
の
新
幹
線
回
送
列
車
を
利
用
し
た
、
博

多
南
線
の
通
勤
通
学
新
幹
線
９
分
で
博
多
駅
を
結
ぶ
路
線
が

開
通
し
た
こ
と
に
よ
り
、
急
激
に
人
口
が
増
え
、
現
在
５
万

人
を
超
え
る
人
口
と
な
り
、
「
市
に
な
ろ
う
那
珂
川
町
」
を

合
言
葉
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　
那
珂
川
町
立
福
岡
女
子
商
業
高
等
学
校
は
、
昭
和
25
年
に

開
設
以
来
65
年
の
伝
統
を
持
ち
、
１
万
３
千
人
以
上
の
卒
業

生
が
い
ま
す
。
募
集
定
員
は
１
学
年
2
4
0
名（
６
学
級
）で
、

　
友
好
町
で
あ
る
氷
川
町
は
、
熊
本
県
の
中
央
に
位
置
し
、

温
暖
な
気
候
で
農
作
物
栽
培
に
適
し
、
丘
陵
地
で
は
柑
橘
・

梨
の
栽
培
が
盛
ん
で
、
特
に
梨
は
吉
野
梨
の
ブ
ラ
ン
ド
で
台

湾
に
も
輸
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
坦
地
で
は
、
も
ち
米
・
い

草
、
ハ
ウ
ス
施
設
に
よ
る
苺
・
ト
マ
ト
、
露
地
野
菜
キ
ャ
ベ

ツ
・
馬
鈴
薯
等
が
生
産
さ
れ
地
産
地
消
の
取
組
み
の
な
か
安

全
・
安
心
な
作
物
の
提
供
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
（
有
）
氷
川
町
ま
ち
づ
く
り
振
興
会
は
、
氷
川
町
の
農
業

振
興
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
的
に
平
成
14
年
に
第
三
セ
ク

タ
ー
と
し
て
設
立
さ
れ
、
町
か
ら
、
道
の
駅
竜
北
・
氷
川
町

物
産
館
、
農
産
加
工
セ
ン
タ
ー
、
物
産
館
と
隣
接
す
る
公
園

の
維
持
管
理
を
行
う
と
共
に
ツ
ー
リ
ズ
ム
事
業
の
推
進
、
ア

ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
直
売
所
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
お
や
つ
工
房
の
販
売
額
、
レ
ジ

通
過
客
数
は
平
成
22
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
に
あ
り
、
要

在
校
生
は
6
9
5
名
と
、
少
子
化
で
生
徒
の
募
集
に
苦
慮
し

て
い
る
学
校
が
多
い
中
、
平
成
34
年
ま
で
は
生
徒
の
確
保
が

可
能
と
判
断
し
て
お
り
、
商
業
科
の
特
性
を
活
か
し
、
在
学

中
に
各
種
資
格
の
取
得
が
で
き
、
就
職
や
進
学
に
お
い
て
も

幅
広
い
実
績
を
有
し
て
い
ま
す
。

　
学
校
法
人
へ
の
移
管
は
、
学
校
経
営
に
お
い
て
大
幅
な
収

支
不
足
が
生
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
成
16
年
の
行
政
改
革

推
進
委
員
会
か
ら
の
答
申
を
受
け
、
特
色
あ
る
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
、
財
政
負
担
軽
減
策
な
ど
、
様
々
な
改
革
に
取
り
組
み
、

そ
の
結
果
を
検
証
し
、
そ
の
上
で
「
学
校
法
人
へ
の
移
管
」

を
決
定
し
て
お
り
、
10
年
近
い
歳
月
を
か
け
て
結
論
が
導
き

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き
を
感
じ
ま
し
た
。

　
女
子
商
業
高
等
学
校
の
場
合
は
、
財
政
的
な
面
か
ら
、
経

営
が
町
か
ら
学
校
法
人
に
変
わ
り
ま
す
が
、
学
校
は
残
り
ま

す
。
大
空
町
の
場
合
は
、
生
徒
数
の
減
少
に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
差
し
迫
っ
た
課
題
と
な
っ
て
お
り
、
那
珂
川
町
よ
り
難

し
い
選
択
が
迫
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
情
報
の

管
理
を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、
適
期
に
発
信
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　
大
山
町
は
、
昭
和
36
年
貧
し
い
生
活
か
ら
抜
け
出
し
た
い
、

そ
の
た
め
に
１
戸
あ
た
り
50
ア
ー
ル
ほ
ど
の
狭
い
耕
地
を
有

効
に
生
か
し
、
土
地
生
産
性
の
高
い
農
業
に
よ
る
所
得
の
向

上
を
目
指
し
て
、「
う
め
く
り
植
え
て
ハ
ワ
イ
に
行
こ
う
！
」

の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
農
業
構
造
改
革

を
始
め
、
平
成
２
年
に
農
産
物
直
売
所
と
レ
ス
ト
ラ
ン
を
併

設
し
た
「
木
の
花
ガ
ル
テ
ン
」
を
オ
ー
プ
ン
し
て
い
ま
す
。

　
視
察
に
先
立
ち
、
レ
ス
ト
ラ
ン
を
訪
れ
ま
し
た
が
、
料
理

は
バ
イ
キ
ン
グ
方
式
で
、
料
理
の
品
ぞ
ろ
え
の
多
さ
に
驚
か

視
察
先
②
：
大
分
県
日
田
市 

大
山
町
農
業
協
同
組
合

研
修
項
目

『
大
山
町
の
農
業
の
先
進
的
な
取
組
』

視
察
先
③
：
熊
本
県
氷
川
町
議
会

研
修
項
目

『
地
場
産
業
・
特
産
品
振
興
』

さ
れ
、
約
80
種
類
、
多
い
時
で
1
0
0
種
類
の
献
立
が
並
べ

ら
れ
る
そ
う
で
す
。

　
野
菜
を
中
心
に
加
工
品
、
煮
物
、
季
節
の
果
物
、
大
山
町

で
取
れ
た
野
菜
を
農
家
の
主
婦
が
料
理
し
、
あ
の
手
こ
の
手

と
創
意
工
夫
を
し
て
作
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
だ
け
の
品

ぞ
ろ
え
が
で
き
た
の
も
、
大
山
の
多
品
目
栽
培
・
少
量
生
産

方
式
が
あ
っ
た
か
ら
出
来
た
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

　
農
産
物
直
売
所
は
大
山
本
店
の
ほ
か
に
、
福
岡
県
に
３
店
、

大
分
県
内
に
６
店
を
展
開
し
好
評
を
得
て
お
り
ま
す
が
、
昭

和
53
年
か
ら
大
山
農
協
が
先
頭
に
立
っ
て
、
た
い
肥
に
よ
る

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
業
」
を
推
進
し
、
そ
れ
を
「
大
山
オ
ー

ガ
ニ
ッ
ク
ラ
ン
ド
」
と
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る
こ
と
に
よ

り
他
と
の
差
別
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
取
組
は
、
行
政
と
農
協
が
一
体
と
な
っ
て
Ｎ
Ｐ

Ｏ
運
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
な
ど
、
大
山
町
農
業
協
同
組
合

の
地
産
地
消
活
動
の
基
礎
づ
く
り
に
行
政
も
大
き
く
関
わ
っ

て
い
た
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

因
と
し
て
は
、
近
隣
に
大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
や
同
業

・
大
型
の
物
産
館
が
増
加
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
ま
し

た
が
、
早
い
時
点
か
ら
要
因
を
分
析
し
対
策
を
講
じ
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

　
特
産
品
の
開
発
に
お
い
て
は
、
自
社
製
造　
８
品
目
、
委

託
加
工　
32
品
目
を
有
し
、
廃
商
品
も
自
社
商
品
で　
10
品

目
、
委
託
加
工　
25
品
目
と
積
極
的
に
商
品
の
開
発
に
取
り

組
み
、
人
気
が
出
な
い
商
品
は
廃
番
の
判
断
を
下
し
て
い
ま

す
。

ま
た
、
町
と
ま
ち
づ
く
り
振
興
会
が
一
体
と
な
っ
て
地
元
で

生
産
さ
れ
る
産
品
の
特
性
を
把
握
し
企
業
な
ど
に
売
り
込
み

を
図
っ
て
い
ま
す
。

　
氷
川
町
と
は
、
東
藻
琴
高
等
学
校
２
年
生
の
修
学
旅
行
で

訪
れ
、
農
家
実
習
や
選
果
場
、
販
売
実
習
な
ど
で
お
世
話
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
中
学
２
年
生
の
交
流
事
業

が
行
わ
れ
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
友
好
町

意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
児
童
生
徒
だ

け
で
な
く
幅
広
い
交
流
が
図
ら
れ
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
す
。

産
業
建
設
文
教
常
任
委
員
会

道
外
行
政
視
察
報
告（
10
／
７
〜
10
）

視
察
先
①
：
福
岡
県
那
珂
川（
な
か
が
わ
）町
議
会

研
修
項
目

『
町
立
福
岡
女
子
商
業
高
等
学
校
の
運
営
』

女性模擬議会が
　　　　開催されました！！

大空町10年記念

　２月６日（土）に『大空町10年記念女性模擬議
会』が開催されました。当日は10名の模擬議員
さんが、町長及び教育長に対して合わせて18
件の質問をされ、とても活発な模擬議会となり
ました。詳細については、議会だより臨時号に
て詳しくご紹介いたします。

議会だよりに掲載する、
『町民の声』『有料広告』を

募集しています！
　議会だより裏表紙に掲載していますが、『町
民の声』として、町民の方の議会に対する思い
や考え、また、『有料広告』として、町民サービス
の向上を目的とし、民間事業者等の広告を掲載
しています。申込みいただける方及び事業者に
つきましては、議会事務局（℡74-2111）までご
連絡下さい！
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視
察
報
告

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

道
内
行
政
視
察
報
告（
10
／
28
〜
30
）

視
察
先
①
：
十
勝
管
内
鹿
追
町
議
会

研
修
項
目

『
自
主
防
災
組
織
の
取
組
み
』

視
察
先
②
：
十
勝
管
内
新
得
町
議
会

研
修
項
目

『
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
取
組
み
』

視
察
先
③
：
上
川
管
内
東
川
町
議
会

研
修
項
目

『
移
住
・
定
住
の
取
組
み
』

5,000円防災ラジオ、市街地区250
世帯が購入

実際に活動されている協力隊員さん
からもお話を聞きました。

実際に定住団地を視察し、取組等の説
明を受けました。

・
平
成
25
年
４
月
よ
り
地
域
防
災
委
員
制
度
を
創
設
、
61
行

政
区
役
員
と
し
て
地
区
の
推
薦
を
受
け
た
者
を
も
っ
て
、
町

長
が
防
災
委
員
と
し
て
委
嘱
し
て
い
る
。

・
行
政
防
災
無
線
の
整
備
〜
農
家
・
市
街
地
区
の
希
望
者
に

約
7
3
0
台
の
戸
別
受
信
機
を
整
備
、
屋
外
に
は
ト
ラ
ン
ペ

ッ
ト
ス
ピ
ー
カ
ー
10
基
を
設
置
し
て
い
る
。

・
地
域
防
災
委
員
の
活
動
内
容
と
し
て
、
防
災
に
関
す
る
研

修
の
参
加
、
防
災
訓
練
の
実
施
・
参
加
、
要
援
護
者
の
把
握

と
確
認
、
災
害
時
に
お
け
る
状
況
把
握
や
連
絡
調
整
な
ど
が

あ
る
。

・
防
災
ラ
ジ
オ
の
販
売
〜
価
格
5
0
0
0
円
の
防
災
ラ
ジ
オ

を
、
市
街
地
区
に
約
2
5
0
台
販
売
し
て
い
る
。

●
大
空
町
に
お
い
て
東
藻
琴
地
区
１
箇
所
で
取
組
み
が
始
ま

・
新
得
町
で
は
現
在
、
地
鶏
普
及
に
３
名
、
観
光
振
興
に
３

名
、
障
が
い
福
祉
支
援
に
１
名
、
保
育
支
援
に
１
名
、
移
住

定
住
に
１
名
、
エ
ゾ
シ
カ
活
用
に
１
名
、
計
10
名
の
協
力
隊

員
が
活
動
し
て
い
る
。

・
活
動
を
通
じ
、
産
業
活
性
化
や
家
族
を
含
め
19
名
の
移
住

に
つ
な
が
る
な
ど
、
一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
さ

ら
に
５
名
の
隊
員
を
募
集
さ
れ
て
い
る
。

・
町
の
指
定
す
る
住
居
へ
入
居
す
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
、

住
居
費
は
町
が
負
担
し
て
い
る
。

・
活
動
の
際
に
要
す
る
車
両
に
つ
い
て
、
業
務
で
必
要
な
場

合
は
町
が
用
意
し
て
い
る
。

・
任
期
満
了
に
伴
う
離
任
者
の
動
向
と
し
て
、
酪
農
ヘ
ル
パ

ー
や
森
林
組
合
な
ど
に
就
職
さ
れ
て
い
る
方
が
い
る
。

●
大
空
町
に
お
い
て
も
協
力
隊
員
の
募
集
を
し
て
い
る
が
、

町
の
魅
力
等
、
情
報
発
信
が
重
要
で
は
と
感
じ
た
と
こ
ろ
で

す
。

・
東
川
町
で
は
平
成
５
年
に
人
口
7
0
0
0
人
を
切
っ
た
が
、

そ
の
後
、
宅
地
分
譲
が
行
わ
れ
順
調
な
売
れ
行
き
で
推
移
し

て
お
り
、
ま
た
近
年
で
は
空
き
住
宅
を
利
用
し
た
飲
食
店
等

の
オ
ー
プ
ン
と
移
住
者
が
増
え
て
お
り
、
平
成
27
年
３
月
末

の
人
口
は
7
9
6
7
人
と
な
っ
て
い
る
。

・
移
住
者
は
、
ク
ラ
フ
ト
や
家
具
、
写
真
な
ど
の
文
化
的
な

仕
事
を
し
な
が
ら
生
活
を
さ
れ
て
い
る
方
、
こ
こ
４
・
５
年

は
飲
食
店
、
パ
ン
屋
、
雑
貨
店
等
を
開
店
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が

増
え
て
い
る
。

・
東
川
町
の
景
観
に
配
慮
し
た
住
宅
を
建
設
す
る
際
の
補
助

（
上
限
2
0
0
万
円
）
で
あ
る
「
き
た
住
ま
い
る
建
設
推
進

事
業
補
助
金
」や
、二
世
帯
住
宅
を
新
築
す
る
際
の
補
助（
上

限
1
0
0
万
円
）
な
ど
、
町
で
は
特
徴
的
な
補
助
制
度
を
実

施
さ
れ
て
い
る
。

●
多
種
多
様
な
政
策
と
同
時
に
「
ま
ず
町
に
来
て
見
て
感
じ

取
っ
て
も
ら
う
」
大
切
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

第２期目となる
『議会広報モニター』が決まりました！！
～読みやすい「議会だより」を目指します！～

　「議会だより」の企画及び編集等に対する意
見・提案等をいただき、より親しまれる議会を
目指して広報活動を展開するため、平成25年
から「議会広報モニター」を委嘱しています。
２年の任期のため、新たに次の方々にモニター
をお願いし、「議会だより」についての意見を
いただくことになりました。

岩原　 一 さん 田内　 幸 さん

樫尾　 茂 さん

菅野　慎治 さん

鈴木真寿美 さん

議会の情報、より身近に・・・

議会だよりの「待
ま
ち合

あ
い閲

えつ
覧
らん
」

「議会だよりを待ち合い用に置きたい」と思われる事業
主様がいらっしゃいましたら、ご気軽に「議会事務局　
℡74-2111（内線265・266）」までご連絡ください。

☆ 置かせていただいた各店等をご紹介させてい
ただきます。（順不同）

≪金融機関≫
●女満別町農業協同組合
●オホーツク網走農業協同組合東藻琴支所
●網走信用金庫（女満別・東藻琴）
●郵便局（女満別・東藻琴）

≪床　屋≫
●カットサロンみくに
●いずみ　　　　　●カットイン福ちゃん
●ルイード　　　　●熊谷理容院
●大泉とこや　　　●ユリ美容室

≪公共施設等≫
●図書館（女満別・東藻琴）
●女満別研修会館
●東藻琴農村環境改善センター
●ふれあいセンターフロックス
●女満別農業構造改善センター
●大空町役場
●東藻琴総合支所

≪美  容  室≫
●リー美容室　　●ビューティーサロン大沼
●美容室ムーブ　●みどり美容院
●ボアージュ　　●美容室ピュア
●はつえ美容室

≪病院・歯科≫
●女満別中央病院　　　●東藻琴診療所
●谷川整骨院　　　　　●おおぞら歯科
●守屋歯科医院　　　　●あおさぎ歯科

≪軽食・その他≫
●水芭蕉
●ひまわり
●オホーツク自動車学校
●一休倶楽部
●大空町商工会
●大空町商工会東藻琴支所
●Cafe そら

っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、

比
較
的
災
害
の
少
な

い
町
で
は
あ
る
が
、

近
年
異
常
気
象
が
多

い
中
で
、
災
害
の
備

え
の
必
要
性
を
感
じ

た
と
こ
ろ
で
す
。
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議
会
傍
聴

活
動
掲
示
板

【行政視察来町応対〔本別町議会〕（11／19）】
　　本町の取組みなどを視察するため、本別町議会議会運営委
員会の皆さんが来町されました。視察内容は、議会改革、活
性化への取組みについてであり、議会を代表して、議会運営
委員会正副委員長、議会広報常任委員会委員長及び正副議長
で応対し、相互の意見交換なども行われました。

【救命救急講習会（11／ 24）】
　　普通救命講習、心肺蘇生法、ＡＥＤの使用法などを学ぶため、大空消防署にて各議員が救急講習会
を受講しました。

【平成28年消防出初式（１／７）】
　　消防の仕事始めの行事である出初式が挙行されました。一斉放水や分列行進が行われ、各議員が出
席しました。

【平成28年成人式（１／ 10）】
　　平成28年成人式が、町議事堂文化ホールにて
挙行されました。新たに65名の方が大人の仲間
入りをされました。

　女満別高校２年生22名、東藻琴高校１年生22
名が、12月15日、16日の議会定例会を傍聴され
ました。
　公職選挙法の改正により、選挙年齢が18歳に
引き下げられることから、授業の一環として見学
されたものです。

議 会 活 動 掲 示 板 町内高校生が議会を傍聴されました！
　15日は女満別高校２年生が、町長の行政報告
と一般質問を、16日は東藻琴高校１年生が一般
質問を傍聴されました。

女満別高校生、議会傍聴のようす 東藻琴高校生、議会傍聴のようす

議会を傍聴された生徒さ
んからの感想をいただき
ましたので、一部抜粋し
て紹介します。

町のために、人のために
という思いがすごく伝わ
ってきました。

自分は来年度に選挙権が
与えられるので、積極的
に参加しようと思いまし
た。

議会議場はよくテレビで
見るような感じで、とて
も緊迫した雰囲気だった。

選挙のこと、もっと真剣
に考えたいと思います。

自分たちが知らないとこ
ろで、こうして議会の方
々が話し合いをして町を
よりよくしていってくれ
てるんだなと今回思った。

難しい言葉がたくさん出
てきて、わからなかった
部分もあるけど、議会を
傍聴する機会は私だけで
はないと思うので、今回
傍聴することができてよ
かった。
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大 空 町 検 索

●地域振興施設整備の用地取得費用に係る
　経費を増額補正 な　　ど

7名の議員が登壇
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北 海 道 大 空 町 議 会

平成27年12月 定例会

１月３日　新春もちつき＆もちまき大会

●成年後見人制度の町の現状は ほか　２件
●ふるさと住民票の考えは ほか　１件
●地域振興施設の今後のスケジュールは
●東藻琴の地域振興施設整備計画の考えは
●災害復旧事業の進捗状況は ほか　３件
●全国学力テストの結果を踏まえた
　今後の対応は ほか　２件
●地方版総合戦略、地方創生の考え方

委員会レポート
常任委員会行政視察報告
第２期目の議会広報モニターが決定

「町民の声」田内　幸さ　　んより

～安心して楽しく子育てできる住み良い町～
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　大空町に住み始めて４年が経ちました。
移住当初はまわりに受け入れてもらえるか
など、心配なこともありましたが、心温か
い人達ばかりで、声をかけてくれたり、困
った時助けてくれたりと、とても嬉しかっ
たのを覚えています。
　子どもが３人いるのですが、保育料が安
く、医療費も無料など、支援があったり、
子どもを遊ばせられる施設やイベントも多
数あり、安心して楽しく子育てできる、住
み良い町だと感じました。

町 民 の 声
田内　幸 さん
（女満別住吉）

家電製品・エアコン・エコキュート・補聴器など
お困りごとのご相談うけたまわります。

大空町女満別西１条３丁目１番20号
℡ 0152-74-2616

営業時間　９：００～１９：００

㈲ ナカムラデンキ議会の傍聴は
　　　　お気軽に！
◆定例町議会は、年４回（３月・６月・９月・
12月）に開かれます。また、臨時町議会は、
必要に応じて随時開かれますので、お気軽に
傍聴においでください。
◆詳しくは、議会事務局までお問い合わせくだ
さい。

3月定例会は、

開かれる予定です。

3月８日(火)から

　この度大空町で飲食店を開業させていた
だくこととなり、今までと違う目線で町の
取組みを見るようになりました。
　町の発展のための助成や取組みをしてい
たり、気が付かなかったことがたくさんあ
りました。
　これから飲食業を営む者として、町の発
展に協力していけたらと思っています。




